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「海邦養秀」は、1798 年に国学を創建した際、時の琉球国王「尚温」が揮毫したものである。
国学を引継ぐ県立第一中学校の講堂に掲げられていたが、戦争で焼失した。その後、
拓本を元に復元され、現在は首里高校体育館舞台正面に掲げられている。
「海邦」とは海に囲まれた邦のことで「養秀」とは優れた人材を育成するという意味である。
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養
秀
同
窓
会
会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
母
校
首
里
高
校
で
は
、
3
月
1
日
に

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
第
80
期
生
3
8
8
名
が
卒

業
し
、
同
窓
会
へ
入
会
を
済
ま
せ
ま
し
た
。ま

た
、
4
月
７
日
に
は
、
第
83
期
生
4
0
0
名
が

新
し
く
入
学
し
ま
し
た
。

　
首
里
高
校
は
、
今
年
創
立
1
4
5
年
を
迎
え
、

生
徒
た
ち
は「
海
邦
養
秀
」の
下
、
文
武
両
道
に

励
ん
で
お
り
、
昨
年
度
は
、
国
公
立
大
学
や
私

学
に
2
4
9
名
の
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。

　
部
活
動
で
は
、
軽
音
楽
部
が
全
国
高
校
生
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
選
手
権
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
、
合
唱
部
は
、
今
年
7
月
開
催
の
全
国
大
会

に
出
場
予
定
等
大
き
な
成
果
を
収
め
、
県
内
外

大
会
で
も
優
勝
や
大
会
会
長
賞
等
数
多
く
の

上
位
入
賞
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
の
目
的
の
一
つ
「
母
校
へ
の

支
援
」
で
す
が
、
1
9
7
2
年
の
本
土
復
帰
以

来
毎
年
3
8
0
万
円
を
学
校
支
援
金
と
し
て

拠
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
奨
学
金
制
度
も
充
実
を
図
っ
て
お
り
、

貸
与
型
奨
学
金
、
給
付
型
奨
学
金
等
を
支
給
し
、

在
学
中
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
生
徒
に
養
秀

同
窓
会
会
長
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
給
付
型
奨
学

金
拡
充
等
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
一
中
健
児
之
塔
慰
霊
祭
で
す
が
、
昨

年
度
も
ご
遺
族
、
津
野
校
長
先
生
以
下
教
職
員

及
び
生
徒
、「
20
会
」
会
員
及
び
同
窓
生
等
約

7
0
0
名
の
参
加
の
下
、
し
め
や
か
に
執
り
行

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
学
校
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
慰
霊

祭
に
先
立
ち
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
以
下
父
母
や
生
徒

約
1
5
0
名
の
協
力
を
得
て
、
園
内
の
掃
除
を

行
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
交
流
と
し
て
は
、
来
る
9
月
2
日
に

「
第
19
回
養
秀
育
英
奨
学
基
金
造
成
ゴ
ル
フ
大

会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の
方
の

参
加
を
期
待
し
ま
す
。

　
5
月
24
日
開
催
予
定
の
総
会
後
の
交
流
会

は
、
既
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
お
り
、
昨

年
以
上
の
参
加
者
を
募
り
、
新
し
い
出
会
い
の

場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
巳
年
で
す
。ヘ
ビ
は
脱
皮
し
な
が

ら
成
長
を
し
て
い
き
ま
す
。同
窓
会
も
、
会
員

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
先
輩
方
が
積
み
上
げ

た
実
績
を
更
に
成
長
さ
せ
る
所
存
で
あ
り
、
ご

協
力
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
会
員
の
皆

様
の
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
お
願
い

申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会 長 與儀 毅
  （首里高21期）

一般社団法人
養秀同窓会

【
略
歴
】一
九
七
〇
年
琉
球
大
学
卒
。沖
縄
国
際
海
洋

博
覧
協
会
、県
リ
ゾ
ー
ト
開
発
公
社
を
経
て
、二
〇

〇
〇
年
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
会
場「
万
国
津
梁
館
」初
代

館
長
、元
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
館
長
。

元
沖
縄
県
調
停
協
会
連
合
会
副
会
長
。養
秀
同
窓
会

で
は
、事
務
局
長
、副
会
長
を
経
て
、令
和
四
年
、会

長
に
就
任
。

大田 朝章（11期）
津野 良信

（首里高等学校長）

田場 稔（16期）
顧 問

副 会 長
業務執行理事

又吉 盛秀（25期）

総 務 部 会

予算･決算･会費
総 会・交 流 会
慰 霊 祭 開 催

副 会 長 副 会 長 副 会 長 副 会 長 事 務 局副 会 長

與儀 喜邦（30期）

法規･文庫部会

定款･規則等制定
養 秀 の 杜
養 秀 文 庫

福原 修（33期）

企画･育英部会

育英奨学金制度
囲碁･ゴルフ大会
親 睦 レク 企 画

太田 幸子（24期）

平和･組織部会

一中学徒隊資料室
平 和 学 習
各 同 期 会 連 携
各種OB会連携

仲里 朝勝（19期）

広 報 部 会

広 報 誌 の 発 行
ホームページ管理
会 員 名 簿 管 理

金城 順也
（首里高等学校教頭）

首 里 高 校

学 事 報 告
Ｐ Ｔ Ａ 連 携
周 年 事 業

本田 富士夫（28期）

事 務 局

総 務
予 算 ・ 決 算
会 計 等

生 徒 会 交 流 施 設 管 理

会 長

與儀 毅（21期）
渡久川 兼友（21期）

宜保 諭（34期）

比嘉 徳和（31期）
監 事 組織図

令和７年３月現在

一般社団法人 養秀同窓会 代議員名簿 （令和7年度～令和8年度）
宮 城 　 政 三 郎 一中58回
久 高 　 安 進 十七会
山 田 　 芳 男 さくら会
真 栄 城 　 晃 5期
西 平 　 守 雄 6期
仲 里 　 恒 雄 10期
大 田 　 朝 章 11期
玉 城 　 盛 松 11期
安 仁 屋 　 政 禎 12期
岸 本 　 幸 秀 12期
安 里 　 き よ 子 13期
鎌 田 　 佐 多 子 14期
城 間 　 三 郎 定5期
多 和 田 　 眞 好 定5期
田 場 　 稔 16期
新 城 　 安 勝 16期
花 城 　 晧 夫 16期
佐 久 本 　 武 17期
宮 城 　 勝 18期
仲 里 　 朝 勝 19期
仲 地 　 博 19期
又 吉 　 孝 一 20期

與 儀 　 毅 21期
内 間 　 栄 行 21期
玉 城 　 仁 21期
伊 佐 　 嘉 一 郎 22期
川 上 　 洋 子 22期
中 今 　 純 22期
長 嶺 　 將 邦 23期
大 城 　 信 子 23期
真 栄 平 　 史 子 23期
太 田 　 幸 子 24期
山 入 端 　 惠 子 24期
又 吉 　 盛 秀 25期
山 田 　 親 信 25期
豊 平 　 良 孝 25期
比 嘉 　 武 宏 26期
吉 川 　 浩 正 26期
池 原 　 茂 一 27期
神 谷 　 朝 雄 27期
本 田 　 富 士 夫 28期
稲 福 　 馨 28期
森 田 　 明 29期
真 喜 屋 　 治 30期

與 儀 　 喜 邦 30期
金 城 　 正 幸 30期
湧 上 　 民 雄 31期
城 間 　 薫 31期
福 原 　 修 33期
座 波 　 嘉 弘 33期
比 嘉 　 直 人 33期
久 部 良 　 和 子 33期
宜 保 　 諭 34期
仲 井 間 　 淳 一 34期
大 城 　 千 栄 美 34期
稲 嶺 　 穂 36期
新 里 　 史 子 38期
阿 波 連 　 光 38期
幸 地 　 毅 昌 38期
田 名 　 毅 39期
伊 良 波 　 朝 義 40期
津 野 　 良 信 41期
眞 榮 城 　 幸 浩 41期
仲 井 間 　 剛 二 42期
平 良 　 斗 星 43期
新 川 　 秀 人 44期

安 里 　 幸 治 45期
知 花 　 剛 45期
安仁屋　宗一郎 46期
新 垣 　 忍 47期
親 川 　 哲 47期
能 間 　 優 二 47期
島 袋 　 元 48期
仲 村 渠 　 久 司 48期
瑞 慶 覧 　 長 由 49期
波 上 　 こ ず み 50期
知 念 　 一 美 50期
仲 地 　 宗 幸 53期
外 間 　 元 人 53期
比 嘉 　 秀 太 54期
渡 口 　 剛 55期
中 村 　 圭 介 58期
武 島 　 立 典 59期
辻 　 太 一 62期
多和田　眞之介 63期
浜 川 　 愛 65期
城 間 　 富 也 66期

令和７年度　 総会・交流会のお知らせ
　去年も盛りあがった、定時総会・大交流会！ 現役の高校生から大先輩まで、大集合しました。ホテルでの美味しい
お料理とドリンクにくわえて、舞台の出し物がめじろおしで大好評！ 吹奏楽、なぎなた、演劇などが、舞台いっぱい
に演じられました。初めて会う方々も同じ学校の先輩後輩なので、すぐに打ち解けあって、写真をとりあっていました
よー！ 今年もぜひぜひお誘いあわせのうえ、いっしょに楽しみましょう―！

定 期 総 会
日　　時●令和 7年 5月 24日（土）
時　　間●15：30～ 16：30　代議員総会

大 交 流 会
受　　付●16：30～
記念演奏●17：00～ 17：40
　　　　　首里高校吹奏楽部・合唱部
大交流会●18：00～ 20：00
場　　所●ダブルツリーbyヒルトン首里城　首里の間

会　　費●3,000 円（フリードリンク・フリーフード）
前売りチケットのお問合せは事務局まで

司　　会●島袋　彩子（46期）

ステージ演舞（予定）
・なぎなた部模範演舞
・吹奏楽部アンサンブル演奏
・吹奏楽団「すい」演奏　など
※総会・交流会の場でも会費納入受付をしています。
※首里高校吹奏楽部OB会・ファンクラブより、楽器購入資金のカンパ呼びかけがあります。

首里高校吹奏楽部ＯＢ会　会計　島袋  元
沖縄銀行 首里支店
（普通）１４７６８０３

【問合せ先】　高江洲  斉（三十四期）
　　　　　　０９０-３７９２-２３８９

お
振
込
先
口
座

　首里高吹奏楽部は、目覚ましい活躍を遂げております。しかしながら使用
楽器の老朽化が進み、部活動に支障をきたしていることから楽器購入費の
ため募金活動を開始しました。同窓会の皆様のご協力をお願い致します。

吹奏楽部楽器購入の募金開始

↑昨年の様子

（58期）
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大田 朝章（11期）
津野 良信

（首里高等学校長）

田場 稔（16期）
顧 問

副 会 長
業務執行理事

又吉 盛秀（25期）

総 務 部 会

予算･決算･会費
総 会・交 流 会
慰 霊 祭 開 催

副 会 長 副 会 長 副 会 長 副 会 長 事 務 局副 会 長

與儀 喜邦（30期）

法規･文庫部会

定款･規則等制定
養 秀 の 杜
養 秀 文 庫

福原 修（33期）

企画･育英部会

育英奨学金制度
囲碁･ゴルフ大会
親 睦 レク 企 画

太田 幸子（24期）

平和･組織部会

一中学徒隊資料室
平 和 学 習
各 同 期 会 連 携
各種OB会連携

仲里 朝勝（19期）

広 報 部 会

広 報 誌 の 発 行
ホームページ管理
会 員 名 簿 管 理

金城 順也
（首里高等学校教頭）

首 里 高 校

学 事 報 告
Ｐ Ｔ Ａ 連 携
周 年 事 業

本田 富士夫（28期）

事 務 局

総 務
予 算 ・ 決 算
会 計 等

生 徒 会 交 流 施 設 管 理

会 長

與儀 毅（21期）
渡久川 兼友（21期）

宜保 諭（34期）

比嘉 徳和（31期）
監 事 組織図

令和７年３月現在

一般社団法人 養秀同窓会 代議員名簿 （令和7年度～令和8年度）
宮 城 　 政 三 郎 一中58回
久 高 　 安 進 十七会
山 田 　 芳 男 さくら会
真 栄 城 　 晃 5期
西 平 　 守 雄 6期
仲 里 　 恒 雄 10期
大 田 　 朝 章 11期
玉 城 　 盛 松 11期
安 仁 屋 　 政 禎 12期
岸 本 　 幸 秀 12期
安 里 　 き よ 子 13期
鎌 田 　 佐 多 子 14期
城 間 　 三 郎 定5期
多 和 田 　 眞 好 定5期
田 場 　 稔 16期
新 城 　 安 勝 16期
花 城 　 晧 夫 16期
佐 久 本 　 武 17期
宮 城 　 勝 18期
仲 里 　 朝 勝 19期
仲 地 　 博 19期
又 吉 　 孝 一 20期

與 儀 　 毅 21期
内 間 　 栄 行 21期
玉 城 　 仁 21期
伊 佐 　 嘉 一 郎 22期
川 上 　 洋 子 22期
中 今 　 純 22期
長 嶺 　 將 邦 23期
大 城 　 信 子 23期
真 栄 平 　 史 子 23期
太 田 　 幸 子 24期
山 入 端 　 惠 子 24期
又 吉 　 盛 秀 25期
山 田 　 親 信 25期
豊 平 　 良 孝 25期
比 嘉 　 武 宏 26期
吉 川 　 浩 正 26期
池 原 　 茂 一 27期
神 谷 　 朝 雄 27期
本 田 　 富 士 夫 28期
稲 福 　 馨 28期
森 田 　 明 29期
真 喜 屋 　 治 30期

與 儀 　 喜 邦 30期
金 城 　 正 幸 30期
湧 上 　 民 雄 31期
城 間 　 薫 31期
福 原 　 修 33期
座 波 　 嘉 弘 33期
比 嘉 　 直 人 33期
久 部 良 　 和 子 33期
宜 保 　 諭 34期
仲 井 間 　 淳 一 34期
大 城 　 千 栄 美 34期
稲 嶺 　 穂 36期
新 里 　 史 子 38期
阿 波 連 　 光 38期
幸 地 　 毅 昌 38期
田 名 　 毅 39期
伊 良 波 　 朝 義 40期
津 野 　 良 信 41期
眞 榮 城 　 幸 浩 41期
仲 井 間 　 剛 二 42期
平 良 　 斗 星 43期
新 川 　 秀 人 44期

安 里 　 幸 治 45期
知 花 　 剛 45期
安仁屋　宗一郎 46期
新 垣 　 忍 47期
親 川 　 哲 47期
能 間 　 優 二 47期
島 袋 　 元 48期
仲 村 渠 　 久 司 48期
瑞 慶 覧 　 長 由 49期
波 上 　 こ ず み 50期
知 念 　 一 美 50期
仲 地 　 宗 幸 53期
外 間 　 元 人 53期
比 嘉 　 秀 太 54期
渡 口 　 剛 55期
中 村 　 圭 介 58期
武 島 　 立 典 59期
辻 　 太 一 62期
多和田　眞之介 63期
浜 川 　 愛 65期
城 間 　 富 也 66期

令和７年度　 総会・交流会のお知らせ
　去年も盛りあがった、定時総会・大交流会！ 現役の高校生から大先輩まで、大集合しました。ホテルでの美味しい
お料理とドリンクにくわえて、舞台の出し物がめじろおしで大好評！ 吹奏楽、なぎなた、演劇などが、舞台いっぱい
に演じられました。初めて会う方々も同じ学校の先輩後輩なので、すぐに打ち解けあって、写真をとりあっていました
よー！ 今年もぜひぜひお誘いあわせのうえ、いっしょに楽しみましょう―！

定 期 総 会
日　　時●令和 7年 5月 24日（土）
時　　間●15：30～ 16：30　代議員総会

大 交 流 会
受　　付●16：30～
記念演奏●17：00～ 17：40
　　　　　首里高校吹奏楽部・合唱部
大交流会●18：00～ 20：00
場　　所●ダブルツリーbyヒルトン首里城　首里の間

会　　費●3,000 円（フリードリンク・フリーフード）
前売りチケットのお問合せは事務局まで

司　　会●島袋　彩子（46期）

ステージ演舞（予定）
・なぎなた部模範演舞
・吹奏楽部アンサンブル演奏
・吹奏楽団「すい」演奏　など
※総会・交流会の場でも会費納入受付をしています。
※首里高校吹奏楽部OB会・ファンクラブより、楽器購入資金のカンパ呼びかけがあります。

首里高校吹奏楽部ＯＢ会　会計　島袋  元
沖縄銀行 首里支店
（普通）１４７６８０３

【問合せ先】　高江洲  斉（三十四期）
　　　　　　０９０-３７９２-２３８９

お
振
込
先
口
座

　首里高吹奏楽部は、目覚ましい活躍を遂げております。しかしながら使用
楽器の老朽化が進み、部活動に支障をきたしていることから楽器購入費の
ため募金活動を開始しました。同窓会の皆様のご協力をお願い致します。

吹奏楽部楽器購入の募金開始

↑昨年の様子
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項 目

1. 収入の部
予算額 備 考

基本財産運用益 19,409,000

受取入会金 400,000 新卒者入会金

受取会費 4,700,000

年会費収入 3,500,000

その他会費収入

会館使用料収入

協賛広告収入

1,200,000 交流会等行事会費収入

事業収入 1,450,000

1,300,000

150,000 会報誌への協賛広告

寄付金等 500,000 慰霊祭､奨学金寄附等

雑収入 150,000 自販機収入他

合 計 26,609,000

収支差額 -5,112,000

税引前当期一般財産増減額 -5,112,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

当期一般財産増減額 -5,712,000

正味財産期首残高 1,009,715,010 前期（令和６年度）決算確定後訂正

正味財産期末残高 1,004,003,010

項 目

2. 支出の部
予算額 備 考

事業費 11,511,000

印刷製本費 1,250,000 会報製作印刷他

慰霊祭費

学校支援費

奨学給付金

950,000

行事費等 2,300,000 総会･交流会等

3,800,000 母校支援

1,716,000 在校生支援／進学支度金給付等

支払助成金 595,000 県外 5支部補助

展示室･文庫経費 900,000 展示室資料修復保存整備等

管理費 12,360,000

人件費 4,000,000

通信費

減価償却費

その他経費

2,100,000 会報発送料他

会館経費 1,960,000 水道光熱費･修繕整備費等

2,200,000

2,100,000 事務費等

固定資産税等 7,850,000 固定資産税

合 計 31,721,000

資料2.令和7年度 収支予算並びに事業計画（案）
2025.3.22予算理事会承認資料(急な事情で変更になることもあります)

項 目

1. 収入の部
予算額

基本財産運用益 19,391,000

受取入会金 400,000

受取会費 4,700,000

年会費収入 3,500,000

その他会費収入

会館使用料収入

協賛広告収入

1,200,000

事業収入 1,350,000

1,200,000

150,000

寄附金等 500,000

雑収入 200,000

合 計 26,541,000

決算見込額

19,404,007

388,000

3,204,000

1,800,000

1,404,000

1,450,000

1,320,000

130,000

1,400,000

120,000

25,966,007

収支差額 -5,230,000

固定資産除却損

税引前当期一般財産増減額 -5,230,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

税引後当期一般財産増減額 -5,830,000

正味財産期首残高 1,015,598,588

項 目

2. 支出の部
予算額

事業費 11,011,000

印刷製本費 1,250,000

慰霊祭費

学校支援費

奨学金給与費

850,000

行事費等 2,100,000

3,800,000

1,516,000

支部補助費 595,000

展示室･文庫経費 900,000

管理費 12,910,000

人件費 4,000,000

通信費

減価償却費

その他経費

2,000,000

会館経費 2,560,000

2,200,000

2,150,000

固定資産税等 7,850,000

合 計 31,771,000

-5,033,575
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-5,033,578

850,000

-5,883,578

1,015,598,588

正味財産期末残高 1,009,768,588 1,009,715,010

決算見込額

11,358,383

1,150,000

889,027

2,118,356

4,290,000

1,016,000

595,000

1,300,000

11,818,999

4,000,000

1,950,000

1,655,903

2,200,000

2,013,096

7,822,200

30,999,582

資料1.令和6年度 収支決算(見込)並びに事業報告
2025.3.22予算理事会承認資料(決算確定後金額に変更があります)

総 会 資 料

【事業報告】

1. 定時総会・交流会開催・一中健児之塔慰霊祭

2. 母校支援（学校支援、奨学金貸与･在校生支援･進学､留学支援）

3. 石嶺球場ブルペン修復工事

4. 養秀会館の充実（修繕・整備）

5. 広報誌の発行（３回）､ホームページの充実

6. 養秀ゴルフ大会開催

【事業計画】

1. 母校支援（学校支援、貸与奨学金、給付奨学金、留学支援）

2. 一中健児之塔慰霊祭の開催 6/23（月）

3. 定時総会・交流会開催　5/24（土）

4. 広報誌の発行（３回）、ホームページの充実

　会員相互のネットワーク促進

5. 養秀会館の管理運営（利用促進・補修清掃維持管理）

　一中戦没学徒資料展示室の見直し及び養秀文庫の管理･運営

【卒業生チーム】　キャプテン　當間　良貴さん（47期生）
　久々 に参加しました。前回も参加しましたが、先輩方の活躍が素晴ら
しく輝いていたのが印象的です。試合の練習はとくにはしなかったで
す。ぶっつけ本番でも大丈夫との自信がありました。
　野球を愛するいろんな世代が、このように交流する場があるのが本
当にいいですね。多くの在校生、卒業生が応援に来てくれたのもうれし
かったです。世代を超えたふれあいができるのが、スポーツのいいとこ
ろだとあらためて思いました。

【現役生チーム】　野原　潤一監督
　全員をなるべく試合に出すことを念頭に臨みました。とくに２年生に
は、試合の経験を積ませたいという思いでした。技術面・体力面にもっ
と磨きをかけて、文武両道の名のもとに、より努力するよう望みます。
　那覇高校、首里高校はともに県立高校です。勉強も頑張っている子た
ち。私立の強豪校に負けないようなチームを目指したいですね。そのた
めに今日のような試合は良い経験です。首里高生の応援もすごくて励
みになります。

それぞれのキャプテンと監督に今日の出場の感想を伺いました。

　去った11月４日（月）に開催。那覇市の沖縄セルラースタジアムで行われました。
　長く続く伝統のあるこの大会。2019年に第20回大会を開いて以来、久々の開催となりました。前半は卒業生チー
ム、後半は現役生チームが出場。炎天下の中、首里高校ベンチは在校生も来場し、青いTシャツで応援。
　結果は卒業生試合は４対２で 首里の勝利 、現役生試合は２対２の引き分けとなりました。

【現役生チーム】　キャプテン　金城　咲志さん（81期生）
　今回の大会は、２年生が１年生大会のバックアップを行っていたとい
うこともあり、なかなか本番での本領発揮というわけにはならなかった
かなと思います。ヒットが４本のうち、２年生のヒットは１本という結果
となりました。学校のみんながおおく応援に来てくれて、ぜひとも勝ち
たかったのですが引き分けという結果となりました。でも、多くの選手
が活躍できる場として、気づきが多くあったと思います。本番さながら
に、大会用のユニフォームや背番号をつけるので、たいへん気が引き締
まりました。
　また、セルラースタジアムという立派な球場での試合でしたので、実際
の大きな試合を想定しながら試合に臨むことができました。現在、沖縄
は私立高校もたいへん強く、県立高校である私たちも、もっと頑張らな
いといけないと思っています。
　那覇高校、首里高校はともに県立高校です。那覇高校とはあまり試
合をした経験がなかったのですが、ライバルでもあると同時に、ともに
成長しあえる相手として、このような交流をもっと続けたいと思います。

日　時：令和７年９月２日（火）　11：00～ （予定）
場　所：沖縄カントリークラブ
参加費：12,490 円（消費税込）
　　　　　（セルフプレイフィ、参加費3,000円含む、昼食付き）
正式に決まりましたらHP等でご案内します。
皆さんのご参加お待ちしてます。 写真は昨年の様子

第21回  首里高・那覇高 対抗野球大会

第19回 養秀育英奨学金基金造成ゴルフ大会
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項 目

1. 収入の部
予算額 備 考

基本財産運用益 19,409,000

受取入会金 400,000 新卒者入会金

受取会費 4,700,000

年会費収入 3,500,000

その他会費収入

会館使用料収入

協賛広告収入

1,200,000 交流会等行事会費収入

事業収入 1,450,000

1,300,000

150,000 会報誌への協賛広告

寄付金等 500,000 慰霊祭､奨学金寄附等

雑収入 150,000 自販機収入他

合 計 26,609,000

収支差額 -5,112,000

税引前当期一般財産増減額 -5,112,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

当期一般財産増減額 -5,712,000

正味財産期首残高 1,009,715,010 前期（令和６年度）決算確定後訂正

正味財産期末残高 1,004,003,010

項 目

2. 支出の部
予算額 備 考

事業費 11,511,000

印刷製本費 1,250,000 会報製作印刷他

慰霊祭費

学校支援費

奨学給付金

950,000

行事費等 2,300,000 総会･交流会等

3,800,000 母校支援

1,716,000 在校生支援／進学支度金給付等

支払助成金 595,000 県外 5支部補助

展示室･文庫経費 900,000 展示室資料修復保存整備等

管理費 12,360,000

人件費 4,000,000

通信費

減価償却費

その他経費

2,100,000 会報発送料他

会館経費 1,960,000 水道光熱費･修繕整備費等

2,200,000

2,100,000 事務費等

固定資産税等 7,850,000 固定資産税

合 計 31,721,000

資料2.令和7年度 収支予算並びに事業計画（案）
2025.3.22予算理事会承認資料(急な事情で変更になることもあります)

項 目

1. 収入の部
予算額

基本財産運用益 19,391,000

受取入会金 400,000

受取会費 4,700,000

年会費収入 3,500,000

その他会費収入

会館使用料収入

協賛広告収入

1,200,000

事業収入 1,350,000

1,200,000

150,000

寄附金等 500,000

雑収入 200,000

合 計 26,541,000

決算見込額

19,404,007

388,000

3,204,000

1,800,000

1,404,000

1,450,000

1,320,000

130,000

1,400,000

120,000

25,966,007

収支差額 -5,230,000

固定資産除却損

税引前当期一般財産増減額 -5,230,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

税引後当期一般財産増減額 -5,830,000

正味財産期首残高 1,015,598,588

項 目

2. 支出の部
予算額

事業費 11,011,000

印刷製本費 1,250,000

慰霊祭費

学校支援費

奨学金給与費

850,000

行事費等 2,100,000

3,800,000

1,516,000

支部補助費 595,000

展示室･文庫経費 900,000

管理費 12,910,000

人件費 4,000,000

通信費

減価償却費

その他経費

2,000,000

会館経費 2,560,000

2,200,000

2,150,000

固定資産税等 7,850,000

合 計 31,771,000

-5,033,575

3

-5,033,578

850,000

-5,883,578

1,015,598,588

正味財産期末残高 1,009,768,588 1,009,715,010

決算見込額

11,358,383

1,150,000

889,027

2,118,356

4,290,000

1,016,000

595,000

1,300,000

11,818,999

4,000,000

1,950,000

1,655,903

2,200,000

2,013,096

7,822,200

30,999,582

資料1.令和6年度 収支決算(見込)並びに事業報告
2025.3.22予算理事会承認資料(決算確定後金額に変更があります)

総 会 資 料

【事業報告】

1. 定時総会・交流会開催・一中健児之塔慰霊祭

2. 母校支援（学校支援、奨学金貸与･在校生支援･進学､留学支援）

3. 石嶺球場ブルペン修復工事

4. 養秀会館の充実（修繕・整備）

5. 広報誌の発行（３回）､ホームページの充実

6. 養秀ゴルフ大会開催

【事業計画】

1. 母校支援（学校支援、貸与奨学金、給付奨学金、留学支援）

2. 一中健児之塔慰霊祭の開催 6/23（月）

3. 定時総会・交流会開催　5/24（土）

4. 広報誌の発行（３回）、ホームページの充実

　会員相互のネットワーク促進

5. 養秀会館の管理運営（利用促進・補修清掃維持管理）

　一中戦没学徒資料展示室の見直し及び養秀文庫の管理･運営

【卒業生チーム】　キャプテン　當間　良貴さん（47期生）
　久々 に参加しました。前回も参加しましたが、先輩方の活躍が素晴ら
しく輝いていたのが印象的です。試合の練習はとくにはしなかったで
す。ぶっつけ本番でも大丈夫との自信がありました。
　野球を愛するいろんな世代が、このように交流する場があるのが本
当にいいですね。多くの在校生、卒業生が応援に来てくれたのもうれし
かったです。世代を超えたふれあいができるのが、スポーツのいいとこ
ろだとあらためて思いました。

【現役生チーム】　野原　潤一監督
　全員をなるべく試合に出すことを念頭に臨みました。とくに２年生に
は、試合の経験を積ませたいという思いでした。技術面・体力面にもっ
と磨きをかけて、文武両道の名のもとに、より努力するよう望みます。
　那覇高校、首里高校はともに県立高校です。勉強も頑張っている子た
ち。私立の強豪校に負けないようなチームを目指したいですね。そのた
めに今日のような試合は良い経験です。首里高生の応援もすごくて励
みになります。

それぞれのキャプテンと監督に今日の出場の感想を伺いました。

　去った11月４日（月）に開催。那覇市の沖縄セルラースタジアムで行われました。
　長く続く伝統のあるこの大会。2019年に第20回大会を開いて以来、久々の開催となりました。前半は卒業生チー
ム、後半は現役生チームが出場。炎天下の中、首里高校ベンチは在校生も来場し、青いTシャツで応援。
　結果は卒業生試合は４対２で 首里の勝利 、現役生試合は２対２の引き分けとなりました。

【現役生チーム】　キャプテン　金城　咲志さん（81期生）
　今回の大会は、２年生が１年生大会のバックアップを行っていたとい
うこともあり、なかなか本番での本領発揮というわけにはならなかった
かなと思います。ヒットが４本のうち、２年生のヒットは１本という結果
となりました。学校のみんながおおく応援に来てくれて、ぜひとも勝ち
たかったのですが引き分けという結果となりました。でも、多くの選手
が活躍できる場として、気づきが多くあったと思います。本番さながら
に、大会用のユニフォームや背番号をつけるので、たいへん気が引き締
まりました。
　また、セルラースタジアムという立派な球場での試合でしたので、実際
の大きな試合を想定しながら試合に臨むことができました。現在、沖縄
は私立高校もたいへん強く、県立高校である私たちも、もっと頑張らな
いといけないと思っています。
　那覇高校、首里高校はともに県立高校です。那覇高校とはあまり試
合をした経験がなかったのですが、ライバルでもあると同時に、ともに
成長しあえる相手として、このような交流をもっと続けたいと思います。

日　時：令和７年９月２日（火）　11：00～ （予定）
場　所：沖縄カントリークラブ
参加費：12,490 円（消費税込）
　　　　　（セルフプレイフィ、参加費3,000円含む、昼食付き）
正式に決まりましたらHP等でご案内します。
皆さんのご参加お待ちしてます。 写真は昨年の様子

第21回  首里高・那覇高 対抗野球大会

第19回 養秀育英奨学金基金造成ゴルフ大会
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「
一
中
健
児
之
塔
」

慰
霊
祭
の
案
内

令和７年度　第80回

生
徒
代
表
の
誓
い
の
言
葉

　
戦
後
80
年
の
節
目
と
な
る
年
で
す
。養

秀
同
窓
会
は
今
年
も
６
月
23
日
に
『
一
中

健
児
之
塔
慰
霊
祭
』
を
執
り
行
い
ま
す
。

去
る
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
３
０
０
余
名

の
一
中
健
児
と
職
員
の
御
霊
を
慰
霊
し
恒

久
平
和
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
慰
霊
祭
は
、
母
校
の
首
里
高

等
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
の
一
環
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
母

校
で
学
ぶ
前
途
有
為
な
若
者
た
ち
が
二
度

と
悲
惨
な
目
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た

に
す
る
日
と

し
て
、
会
場

設
営
や
運
営

に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も

一
人
で
も
多

く
の
会
員
が
、

恒
久
平
和
を

祈
願
し
ご
参

加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

二
〇
二
四
年
六
月
二
十
三
日

　沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校

　一
四
四
代 

生
徒
会
長

　長
田 

悠
暉

ん
。首
里
高
校
が
で
き
て
か
ら
、
今
日

に
至
る
ま
で
、こ
の
首
里
高
校
で
学
ん

だ
生
徒
は
、全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

夢
や
将
来
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、戦
争
に
よ
っ
て
そ
の
人
生

を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
生
徒
た
ち
が

い
ま
す
。戦
争
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測

で
き
ま
せ
ん
。時
間
が
違
え
ば
私
た
ち

が
そ
の
立
場
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
戦
争
を
他
人

事
だ
と
思
わ
な
い
、二
度
と
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
と
心
に
刻
む
こ
と
が
大

切
で
す
。私
た
ち
は
伝
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。戦
争
が
未
来
を
奪
い
、
深

い
悲
し
み
と
絶
望
を
残
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
と
。日
本
で
唯
一
の
地
上
戦

を
経
験
し
た
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
、平
和

の
思
い
を
一
番
に
伝
え
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。戦
後
79
年
、
沖

縄
戦
を
そ
の
身
で
経
験
し
、沖
縄
戦
の

苦
し
み
を
一
番
に
抱
え
て
い
る
人
た

ち
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。届
か
な

か
っ
た
そ
の
声
を
新
た
に
生
ま
れ
て

く
る
次
の
世
代
へ
伝
え
る
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
す
。

　
首
里
高
校
に
は
過
去
の
一
中
生
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
長
い
歴
史
や
、

養
秀
会
館
が
あ
り
ま
す
。私
が
一
年
生

の
頃
に
感
じ
た
思
い
を
、首
里
高
生
だ

か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
思

い
を
、こ
の
場
所
を
大
切
に
し
、こ
れ

か
ら
あ
の
世
代
へ
と
引
き
継
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。沖
縄
戦
を
悲
し

か
っ
た
も
の
で
片
づ
け
な
い
よ
う
に
、

記
憶
の
風
化
が
起
き
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、今
一
度
若
い
世
代
の
も

の
た
ち
が
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
世
界
で
い

ま
だ
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
を

止
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く
の
で
す
。

　
最
後
に
恒
久
平
和
は
与
え
ら
れ
る

こ
と
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
で
築
き
上
げ
て

い
く
も
の
な
の
で
す
。過
去
の
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
記
憶
に
向
き
合
い
、平
和

と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
続
け
て
く

こ
と
で
恒
久
平
和
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
せ
ま
す
。私
た
ち
首
里
高
生
は
こ

の
記
憶
を
忘
れ
ず
、次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　
今
か
ら
79
年
前
の
、こ
の
小
さ
な
島

で
沖
縄
戦
は
行
わ
れ
ま
し
た
。ど
れ
だ

け
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
、明
日
を

当
た
り
前
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。沖
縄
は
本
土

決
戦
の
捨
て
駒
と
し
て
、僅
か
な
戦
力

で
戦
争
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。足
り
な

い
戦
力
を
補
う
た
め
に
か
つ
て
の
一

中
生
や
子
供
た
ち
は
、鉄
血
勤
皇
隊
と

し
て
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。死

ぬ
ま
で
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
絶
望

感
、目
の
前
で
倒
れ
る
友
を
救
う
こ
と

が
で
き
な
い
苦
し
み
、鳴
り
止
む
こ
と

の
な
い
爆
弾
の
中
に
聞
こ
え
る
悲
鳴
、

た
だ
い
ま
と
言
う
言
葉
を
二
度
と
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
み
。悲
惨
、

残
酷
、簡
単
に
は
言
い
表
す
こ
と
が
で

き
な
い
光
景
が
間
違
い
な
く
こ
の
場

所
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
一
年
生
の
頃
の
平
和
学
習
で

養
秀
会
館
に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
私

は
、か
つ
て
の
一
中
生
ら
の
写
真
と
心

に
込
め
ら
れ
る
思
い
を
拝
見
し
ま
し

た
。写
真
に
写
る
彼
ら
の
顔
に
は
眩
し

い
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し

て
、彼
ら
一
人
一
人
は
自
分
の
将
来
や

夢
に
希
望
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。全
て

の
人
が
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
明
日

を
信
じ
て
生
き
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

彼
ら
の
当
た
り
前
の
日
常
を
簡
単
に

奪
っ
た
戦
争
を
許
し
て
は
い
け
ま
せ

日　時 ： 令和７年６月23日（月）　午前11時受付
場　所 ： 一中健児之塔前庭

養
秀
同
窓
会
平
和
部
会
レ
ポ
ー
ト

●
戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

　
今
年
六
月
、
沖
縄
戦
後
八
十
年
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
窓
会
は
、
一

中
戦
没
学
徒
資
料
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討
委

員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。「
鉄
の
暴
風
」
を

生
き
残
っ
た
一
中
学
徒
の
皆
さ
ん
の
膨
大
で

貴
重
な
証
言
な
ど
を
活
用
で
き
る
形
へ
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
や
展
示
室
の
見
直
し
を
進
め
、

次
年
度
以
降
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
取

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
展
示
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
沖
縄

戦
と
一
中
学
徒
の
戦
時
と
い
う
不
幸
な
時
代

に
翻
弄
さ
れ
た
悲
惨
な
体
験
を
分
か
り
や
す

く
提
示
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
へ
『
平

和
の
尊
さ
』
を
伝
え
、
啓
発
・
継
承
し
て
い

け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
展
示
の
流
れ
は
、

一
中
生
が
、
現
在
の
生
徒
と
変
わ
ら
な
い
学

園
生
活
を
謳
歌
⬇
戦
況
の
変
化
と
一
中
生
の

動
き
を
年
表
・
地
図
で
表
現
⬇
戦
火
の
中
で

凄
惨
な
体
験
や
行
動
、
そ
し
て
戦
没
学
徒
の

写
真
や
証
言
資
料
⬇
生
き
抜
い
た
方
々
の
平

和
希
求
の
活
動
等
、
こ
れ
を
展
示
の
基
本
的

な
展
開
案
と
し
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
『
一
中
戦
没
学
徒
資
料

室
』
が
恒
久
平
和
へ
と
繋
げ
て
い
け
る
展
示

室
に
な
る
よ
う
に
多
く
の
同
窓
会
員
に
ご
意

見
を
お
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
元
全
学
徒
の
会

　『平
和
祈
念
の
会
』
開
催

　
元
全
学
徒
の
会
（
與
座
章
健
・
瀬
名
波
榮

喜
他
二
名
共
同
代
表
）
は
、
沖
縄
戦
で
犠
牲

に
な
っ
た
県
内
旧
制
師
範
学
校
・
中
等
学
校

21
校
の
男
女
学
徒
の
会
で
、
二
〇
一
八
年
に

「
一
中
二
〇
会
」（
沖
縄
戦
当
時
、
一
〜
五
学

年
の
一
中
生
の
会
）
が
中
心
に
働
き
か
け
結

成
し
た
会
。
会
の
皆
様
は
、
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
摩
文
仁
の
「
全
学
徒
の
碑
」
と
並

ぶ
「
沖
縄
に
お
け
る
学
徒
の
戦
没
者
数
の
刻

銘
板
」
の
設
置
を
沖
縄
県
と
折
衝
す
る
等
、

沖
縄
戦
で
生
き
残
っ
た
者
の
責
務
と
し
て
奔

走
し
ま
し
た
。與
座
章
健
氏（
一
中
卒
）は「
刻

銘
板
は
、
沖
縄
戦
の
実
相
を
如
実
に
伝
え
る

効
果
的
な
指
標
と
な
り
、
恒
久
平
和
の
砦
と

な
る
だ
ろ
う
」
と
除
幕
式
で
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
毎
年
、摩
文
仁
で『
平
和
祈
念
の
会
』

を
開
催
。
祈
念
の
会
は
二
〇
二
四
年
六
月
か

ら
、
元
学
徒
の
皆
さ
ん
が
摩
文
仁
ま
で
出
掛

け
る
事
が
か
な
わ
ず
、
養
秀
会
館
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
祈
念
の
会
で
は
、
元
学
徒
参
加
者
全
員
が

摩
文
仁
に
向
か
い
献
花
を
捧
げ
ま
し
た
。
與

座
共
同
代
表
に
よ
る
平
和
宣
言
、
宮
城
政
三

郎
氏（
一
中
二
〇
会
会
長
）作
詞
・
作
曲
の「
あ

あ
、
伝
え
て
よ
」
が
首
里
高
校
合
唱
部
に
よ

り
披
露
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の
想
い
が
こ
も
っ

た
歌
声
で
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

翁
長
安
子
氏（
戦
時
、一
高
女
の
学
徒
。
戦
後
、

首
里
高
卒
）
の
閉
会
の
辞
で
祈
念
の
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

●
一
中
通
信
隊
終
焉
の
地
へ
標
柱

　
県
立
一
中
学
徒
通
信
隊（
当
時
二
年
生
）は
、

沖
縄
戦
で
少
年
通
信
兵
と
し
て
戦
場
に
駆
り

出
さ
れ
、
65
名
の
尊
い
命
を
亡
く
し
ま
し
た
。

一
九
七
九
年
に
生
き
残
っ
た
同
級
生
等
が
摩

文
仁
の
切
り
立
っ
た
断
崖
の
間
を
下
っ
た
地

に
「
最
後
の
地
」
と
標
柱
を
立
て
ま
し
た
が

消
失
。
長
年
、
こ
の
場
所
が
不
明
で
し
た
が
、

今
年
三
月
、
残
っ
て
い
た
写
真
や
証
言
か
ら

特
定
。
戦
後
80
年
の
節
目
を
迎
え
、
46
年
ぶ

り
（
３
月
30
日
）
に
新
た
な
標
柱
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
一
中
旗
を

掲
げ
校
歌
を
流
し
、
一
中
徽
章
の
焼
印
の
菓

子
を
供
え
、
一
中
学
徒
通
信
隊
戦
没
65
名
の

慰
霊
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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「
一
中
健
児
之
塔
」

慰
霊
祭
の
案
内

令和７年度　第80回

生
徒
代
表
の
誓
い
の
言
葉

　
戦
後
80
年
の
節
目
と
な
る
年
で
す
。養

秀
同
窓
会
は
今
年
も
６
月
23
日
に
『
一
中

健
児
之
塔
慰
霊
祭
』
を
執
り
行
い
ま
す
。

去
る
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
３
０
０
余
名

の
一
中
健
児
と
職
員
の
御
霊
を
慰
霊
し
恒

久
平
和
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
慰
霊
祭
は
、
母
校
の
首
里
高

等
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
の
一
環
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
母

校
で
学
ぶ
前
途
有
為
な
若
者
た
ち
が
二
度

と
悲
惨
な
目
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た

に
す
る
日
と

し
て
、
会
場

設
営
や
運
営

に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も

一
人
で
も
多

く
の
会
員
が
、

恒
久
平
和
を

祈
願
し
ご
参

加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

二
〇
二
四
年
六
月
二
十
三
日

　沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校

　一
四
四
代 

生
徒
会
長

　長
田 

悠
暉

ん
。首
里
高
校
が
で
き
て
か
ら
、
今
日

に
至
る
ま
で
、こ
の
首
里
高
校
で
学
ん

だ
生
徒
は
、全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

夢
や
将
来
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、戦
争
に
よ
っ
て
そ
の
人
生

を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
生
徒
た
ち
が

い
ま
す
。戦
争
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測

で
き
ま
せ
ん
。時
間
が
違
え
ば
私
た
ち

が
そ
の
立
場
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
戦
争
を
他
人

事
だ
と
思
わ
な
い
、二
度
と
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
と
心
に
刻
む
こ
と
が
大

切
で
す
。私
た
ち
は
伝
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。戦
争
が
未
来
を
奪
い
、
深

い
悲
し
み
と
絶
望
を
残
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
と
。日
本
で
唯
一
の
地
上
戦

を
経
験
し
た
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
、平
和

の
思
い
を
一
番
に
伝
え
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。戦
後
79
年
、
沖

縄
戦
を
そ
の
身
で
経
験
し
、沖
縄
戦
の

苦
し
み
を
一
番
に
抱
え
て
い
る
人
た

ち
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。届
か
な

か
っ
た
そ
の
声
を
新
た
に
生
ま
れ
て

く
る
次
の
世
代
へ
伝
え
る
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
す
。

　
首
里
高
校
に
は
過
去
の
一
中
生
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
長
い
歴
史
や
、

養
秀
会
館
が
あ
り
ま
す
。私
が
一
年
生

の
頃
に
感
じ
た
思
い
を
、首
里
高
生
だ

か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
思

い
を
、こ
の
場
所
を
大
切
に
し
、こ
れ

か
ら
あ
の
世
代
へ
と
引
き
継
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。沖
縄
戦
を
悲
し

か
っ
た
も
の
で
片
づ
け
な
い
よ
う
に
、

記
憶
の
風
化
が
起
き
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、今
一
度
若
い
世
代
の
も

の
た
ち
が
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
世
界
で
い

ま
だ
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
を

止
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く
の
で
す
。

　
最
後
に
恒
久
平
和
は
与
え
ら
れ
る

こ
と
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
で
築
き
上
げ
て

い
く
も
の
な
の
で
す
。過
去
の
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
記
憶
に
向
き
合
い
、平
和

と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
続
け
て
く

こ
と
で
恒
久
平
和
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
せ
ま
す
。私
た
ち
首
里
高
生
は
こ

の
記
憶
を
忘
れ
ず
、次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　
今
か
ら
79
年
前
の
、こ
の
小
さ
な
島

で
沖
縄
戦
は
行
わ
れ
ま
し
た
。ど
れ
だ

け
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
、明
日
を

当
た
り
前
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。沖
縄
は
本
土

決
戦
の
捨
て
駒
と
し
て
、僅
か
な
戦
力

で
戦
争
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。足
り
な

い
戦
力
を
補
う
た
め
に
か
つ
て
の
一

中
生
や
子
供
た
ち
は
、鉄
血
勤
皇
隊
と

し
て
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。死

ぬ
ま
で
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
絶
望

感
、目
の
前
で
倒
れ
る
友
を
救
う
こ
と

が
で
き
な
い
苦
し
み
、鳴
り
止
む
こ
と

の
な
い
爆
弾
の
中
に
聞
こ
え
る
悲
鳴
、

た
だ
い
ま
と
言
う
言
葉
を
二
度
と
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
み
。悲
惨
、

残
酷
、簡
単
に
は
言
い
表
す
こ
と
が
で

き
な
い
光
景
が
間
違
い
な
く
こ
の
場

所
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
一
年
生
の
頃
の
平
和
学
習
で

養
秀
会
館
に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
私

は
、か
つ
て
の
一
中
生
ら
の
写
真
と
心

に
込
め
ら
れ
る
思
い
を
拝
見
し
ま
し

た
。写
真
に
写
る
彼
ら
の
顔
に
は
眩
し

い
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し

て
、彼
ら
一
人
一
人
は
自
分
の
将
来
や

夢
に
希
望
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。全
て

の
人
が
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
明
日

を
信
じ
て
生
き
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

彼
ら
の
当
た
り
前
の
日
常
を
簡
単
に

奪
っ
た
戦
争
を
許
し
て
は
い
け
ま
せ

日　時 ： 令和７年６月23日（月）　午前11時受付
場　所 ： 一中健児之塔前庭

養
秀
同
窓
会
平
和
部
会
レ
ポ
ー
ト

●
戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

　
今
年
六
月
、
沖
縄
戦
後
八
十
年
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
窓
会
は
、
一

中
戦
没
学
徒
資
料
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討
委

員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。「
鉄
の
暴
風
」
を

生
き
残
っ
た
一
中
学
徒
の
皆
さ
ん
の
膨
大
で

貴
重
な
証
言
な
ど
を
活
用
で
き
る
形
へ
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
や
展
示
室
の
見
直
し
を
進
め
、

次
年
度
以
降
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
取

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
展
示
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
沖
縄

戦
と
一
中
学
徒
の
戦
時
と
い
う
不
幸
な
時
代

に
翻
弄
さ
れ
た
悲
惨
な
体
験
を
分
か
り
や
す

く
提
示
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
へ
『
平

和
の
尊
さ
』
を
伝
え
、
啓
発
・
継
承
し
て
い

け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
展
示
の
流
れ
は
、

一
中
生
が
、
現
在
の
生
徒
と
変
わ
ら
な
い
学

園
生
活
を
謳
歌
⬇
戦
況
の
変
化
と
一
中
生
の

動
き
を
年
表
・
地
図
で
表
現
⬇
戦
火
の
中
で

凄
惨
な
体
験
や
行
動
、
そ
し
て
戦
没
学
徒
の

写
真
や
証
言
資
料
⬇
生
き
抜
い
た
方
々
の
平

和
希
求
の
活
動
等
、
こ
れ
を
展
示
の
基
本
的

な
展
開
案
と
し
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
『
一
中
戦
没
学
徒
資
料

室
』
が
恒
久
平
和
へ
と
繋
げ
て
い
け
る
展
示

室
に
な
る
よ
う
に
多
く
の
同
窓
会
員
に
ご
意

見
を
お
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
元
全
学
徒
の
会

　『平
和
祈
念
の
会
』
開
催

　
元
全
学
徒
の
会
（
與
座
章
健
・
瀬
名
波
榮

喜
他
二
名
共
同
代
表
）
は
、
沖
縄
戦
で
犠
牲

に
な
っ
た
県
内
旧
制
師
範
学
校
・
中
等
学
校

21
校
の
男
女
学
徒
の
会
で
、
二
〇
一
八
年
に

「
一
中
二
〇
会
」（
沖
縄
戦
当
時
、
一
〜
五
学

年
の
一
中
生
の
会
）
が
中
心
に
働
き
か
け
結

成
し
た
会
。
会
の
皆
様
は
、
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
摩
文
仁
の
「
全
学
徒
の
碑
」
と
並

ぶ
「
沖
縄
に
お
け
る
学
徒
の
戦
没
者
数
の
刻

銘
板
」
の
設
置
を
沖
縄
県
と
折
衝
す
る
等
、

沖
縄
戦
で
生
き
残
っ
た
者
の
責
務
と
し
て
奔

走
し
ま
し
た
。與
座
章
健
氏（
一
中
卒
）は「
刻

銘
板
は
、
沖
縄
戦
の
実
相
を
如
実
に
伝
え
る

効
果
的
な
指
標
と
な
り
、
恒
久
平
和
の
砦
と

な
る
だ
ろ
う
」
と
除
幕
式
で
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
毎
年
、摩
文
仁
で『
平
和
祈
念
の
会
』

を
開
催
。
祈
念
の
会
は
二
〇
二
四
年
六
月
か

ら
、
元
学
徒
の
皆
さ
ん
が
摩
文
仁
ま
で
出
掛

け
る
事
が
か
な
わ
ず
、
養
秀
会
館
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
祈
念
の
会
で
は
、
元
学
徒
参
加
者
全
員
が

摩
文
仁
に
向
か
い
献
花
を
捧
げ
ま
し
た
。
與

座
共
同
代
表
に
よ
る
平
和
宣
言
、
宮
城
政
三

郎
氏（
一
中
二
〇
会
会
長
）作
詞
・
作
曲
の「
あ

あ
、
伝
え
て
よ
」
が
首
里
高
校
合
唱
部
に
よ

り
披
露
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の
想
い
が
こ
も
っ

た
歌
声
で
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

翁
長
安
子
氏（
戦
時
、一
高
女
の
学
徒
。
戦
後
、

首
里
高
卒
）
の
閉
会
の
辞
で
祈
念
の
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

●
一
中
通
信
隊
終
焉
の
地
へ
標
柱

　
県
立
一
中
学
徒
通
信
隊（
当
時
二
年
生
）は
、

沖
縄
戦
で
少
年
通
信
兵
と
し
て
戦
場
に
駆
り

出
さ
れ
、
65
名
の
尊
い
命
を
亡
く
し
ま
し
た
。

一
九
七
九
年
に
生
き
残
っ
た
同
級
生
等
が
摩

文
仁
の
切
り
立
っ
た
断
崖
の
間
を
下
っ
た
地

に
「
最
後
の
地
」
と
標
柱
を
立
て
ま
し
た
が

消
失
。
長
年
、
こ
の
場
所
が
不
明
で
し
た
が
、

今
年
三
月
、
残
っ
て
い
た
写
真
や
証
言
か
ら

特
定
。
戦
後
80
年
の
節
目
を
迎
え
、
46
年
ぶ

り
（
３
月
30
日
）
に
新
た
な
標
柱
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
一
中
旗
を

掲
げ
校
歌
を
流
し
、
一
中
徽
章
の
焼
印
の
菓

子
を
供
え
、
一
中
学
徒
通
信
隊
戦
没
65
名
の

慰
霊
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

税務相談・税務申告・税務代理

外間喜明税理士事務所
税理士  外 間 喜 明（24期）

事　務　所　〒901-2203
宜野湾市野嵩 3 - 4 - 1 4（武島ビル102号）
T E L：0 9 8 - 8 9 3 - 5 3 0 0
FAX：0 9 8 - 8 9 3 - 5 3 0 1
E-mail：hokama-kimei@tkcnf.or.jp
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琉大の英米文学分野の教員たちと
（左から２番目の山城新教授も首里高同窓生）

Profile
1967年那覇市生まれ。85年首里
高校、90年に琉大法文学部卒業、
96年に琉大に講師として着任。
2000年に米国ペンシルベニア州
立インディアナ大学大学院より英
米文学の博士号を取得。23年か
ら琉大の副理事、副学長。

25年前。博士号取得。
卒業式にて指導教員と。

祝賀会に集った首里高40期の同級生たちと

高校の仲間と初アメリカキャンプ

沖縄学生会館のメンバーとエイサー

復帰50年女性活躍推進シンポジウムに登壇
（写真左／写真右は国連軍縮担当代表の中満 泉さん）

信
じ
て
進
む
こ
と
で
人
生
が
変
わ
る

稲
垣 

映
磨 

さ
ん 

　47
期

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
道
を

喜
納 

育
江 

さ
ん 

　40
期

〜
同
窓
生
の
紹
介
〜

〜
同
窓
生
の
紹
介
〜

Profile
テクノアルファ株式会社
代表取締役社長。
1973年那覇市生まれ。
首里高校卒業。千葉大学卒業後、
大手半導体装置メーカーにて
キャリアをスタート。その後テクノ
アルファ株式会社に入社。

　
40
期
生
の
喜
納
育
江
と
申
し
ま
す
。
今
年

4
月
1
日
よ
り
国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
の

第
18
代
学
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
学
長
予
定
者
に
選
出
さ
れ
た
昨
年
11
月

に
は
、
養
秀
同
窓
会
よ
り
い
ち
早
く
祝
電
を

頂
戴
し
、
ま
た
年
末
に
は
首
里
高
校
同
期
の

多
く
の
友
人
た
ち
が
祝
賀
会
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
厚
情
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
養
秀
同
窓
会
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
幸
運
に
思
い
ま
し
た
。

　
琉
大
は
、
沖
縄
が
ま
だ
米
国
の
統
治
下
に

あ
っ
た
1
9
5
0
年
に
、
現
在
の
首
里
城
一

帯
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
開
学
し
ま
し
た
。

私
が
首
里
高
生
だ
っ
た
と
き
、
す
で
に
琉
大

は
現
在
の
西
原
町
千
原
に
移
転
し
、
琉
大
跡

地
で
は
首

里
城
の
建

設
が
始
ま

っ
て
い
ま

し
た
。
琉

大
の
グ
ラ

ン
ド
跡
地

を
囲
む
道

を
抜
け
、
右

手
に
大
き
な

ア
カ
ギ
、
左

手
に
琉
球
石

灰
岩
の
城
壁

を
見
上
げ
な

が
ら
通
学
し

た
日
々
で
し

た
。

　
高
校
時
代

は
書
道
部
で

作
品
づ
く
り

に
励
む
一
方
、

学
校
行
事
に

も
積
極
的
に

参
加
し
ま
し

た
。
当
時
人
気
の
あ
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
ダ
ン
ス
を
ク
ラ
ス
全
員
で
練
習
し

て
予
餞
会
で
踊
る
な
ど
、
よ
く
学
び
、
よ
く

遊
ん
だ
高
校
時
代
で
し
た
。

　
琉
大
は
今
も
多
く
の
首
里
高
生
の
進
学
先

で
す
が
、
私
も
琉
大
に
進
学
し
ま
し
た
。
法

文
学
部（
当
時
）で
英
語
を
学
び
、
在
学
中
に

は
文
部
省（
当
時
）の
派
遣
留
学
生
と
し
て
ミ

シ
ガ
ン
州
立
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。
卒
業

後
は
県
費
留
学
生
と
し
て
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
の
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

4
年
半
ほ
ど
学
び
、
1
9
9
6
年
に
米
文

学
の
専
任
講
師
と
し
て
琉
球
大
学
に
採
用

さ
れ
、
勤
務
の
傍
ら
2
0
0
0
年
に
英
米

文
学
で
Ph
D（
博
士
号
）を
取
得
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨

年
、
教
員
生
活

28
年
目
で
学
長

に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
女
性
が

学
長
に
な
る
の

は
、
琉
大
で
も

初
め
て
の
こ
と

で
す
が
、
医
学

部
と
大
学
病
院

の
あ
る
日
本
の
総
合
大
学
で
も
初
め
て
の
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　
学
長
の
重
責
は
想
像
を
絶
し
ま
す
が
、
養

秀
同
窓
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
6
年
間

の
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
違
い

や
古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
道
を
切
り
拓
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
養
秀
同
窓
会
か
ら
原
稿
依
頼
を
受
け
、高

校
時
代
か
ら
自
分
自
身
を
振
り
返
る
と
、
私

自
身
、母
子
家
庭
で
育
ち
、
な
ん
と
か
首
里

高
校
に
入
学
し
た
こ
と
で
仲
間
と
出
会
い
、

人
生
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
た
大
切
な
時
間

だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。高
校
時
代
、一

番
の
思
い
出
は
、
部
活
終
わ
り
に
仲
間
と
過

ご
し
た
時
間
で
す
。
未
来
の
こ
と
な
ん
て
何

も
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、「
い
つ

か
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
と
夢
を
語

り
合
っ
た
時
間
は
、
何
よ
り
も
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
し
た
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
な
く
、
東
京
の
情
報
は
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ぶ
ん
、
東
京
へ
の
憧
れ
は
強
く
、

「
い
つ
か
東
京
に
行
く
さ
ぁ
〜
」
と
漠
然
と

考
え
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
の
頃

の
仲
間
は
、
今
で
も
私
の
宝
物
で
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
私
は
千
葉
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。
沖
縄
を
離
れ
、
た
っ
た
３
万
円
を

持
っ
て
関
東
へ
。
関
東
に
あ
る
沖
縄
学
生
会

館
と
い
う
「
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
」
の
寮
に
入

り
ま
し
た
が
、大
都
会
東
京
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
そ
こ
に
は
す
ご
い
人
た
ち
が
い
て
、

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
流
さ
れ
る
よ

う
に
当
時
流
行
っ
て
い
た
W
ラ
ジ
カ
セ
を
勢

い
で
買
っ
て
し
ま
い
、
財
産
の
す
べ
て
を
使

い
果
た
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
、生
活

費
が
な
く
な
り
、
翌
日
か
ら
日
雇
い
の
バ
イ

ト
を
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
。
で
も
、

そ
ん
な
厳
し
い
生
活
の
中
で
も
、寮
で
知
り

合
っ
た
沖
縄
の
仲
間（
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
）が

バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、な

ん
と
か
生
活
に
は
困
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
研
究
室
の
教
授
の
紹
介

で
半
導
体
装
置
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
海
外
を
渡

り
歩
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
留
学
す
る
余

裕
が
な
か
っ
た
の
で
、「
社
会
人
に
な
っ
た

ら
絶
対
に
海
外
に
行
く
」
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
の
中
で
見
て
い
た

海
外
の
世
界
。
そ
の
広
い
世
界
を
自
分
の
目

で
見
て
、
感
じ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
研
究

室
で
も
「
海
外
で
働
く
ぞ
！
」
な
ん
て
話
し

て
い
た
の
で
、
実
力
の
な
い
私
で
し
た
が
、

そ
の
勢
い
を
面
白

が
っ
て
先
生
が
推
薦

し
て
く
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
際

に
海
外
に
行
っ
て
か

ら
は
、
ど
ん
な
小
さ

な
仕
事
で
も
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、
異
国

で
の
生
活
そ
の
も
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
は
、
積
極
的
に
現
地
の
人
と
関
わ
り

な
が
ら
、
そ
の
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を

大
切
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
本
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、メ
ー

カ
ー
を
辞
め
て
「
何
か
自
分
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

始
め
よ
う
か
」「
資
格
試
験
で
も
受
け
よ
う
か
」

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
今
の
会
社
に
ア
ル
バ

イ
ト
感
覚
で
入
り
ま
し
た
。最
初
は
数
人
し

か
い
な
か
っ
た
会
社
で
し
た
が
、大
好
き
な

開
発
に
夢
中
に
な
り
、
ま
た
信
頼
で
き
る
仲

間
に
恵
ま
れ
、
と
に
か
く
夢
中
で
仕
事
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。そ
し
て
気
づ
け
ば
、会
社
は

成
長
し
、上
場
を
果
た
す
ほ
ど
の
規
模
に
。そ

し
て
、
今
で
は
そ
の
会
社
の
社
長
を
務
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
、世
界
の
最
先
端
の
半
導
体
装
置

を
開
発
す
る
と
と
も
に
、M
&
A
な
ど
を
通

し
、新
し
い
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
日
本
の

技
術
力
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、一
人

の
沖
縄
人（
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
）と
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、人
生
を
切
り
開
く

大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
も

「
仲
間
」
の
存
在
で
し
た
。
ど
ん
な
に
厳
し

い
状
況
で
も
、支
え
合
え
る
仲
間
が
い
る
こ

と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
こ
そ

が
、大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
基

本
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
夢
を
持
ち

続
け
、
あ
き
ら
め
ず
に
進
む
こ
と
。
時
に
は

壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、小
さ

な
努
力
が
積
み
重
な
れ
ば
、
道
は
開
け
て
き

ま
し
た
。
特
に
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
「
無

理
だ
」「
失
敗
す

る
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
が
、
不
安
を

抱
え
つ
つ
も
覚
悟

を
持
っ
て
進
ん
だ

一
歩
が
、
成
果
に

つ
な
が
っ
て
き
ま

し
た
。
迷
っ
て
も
、

挑
戦
し
た
い
気
持
ち
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
想

い
を
信
じ
て
進
む
こ
と
で
、人
生
が
変
わ
る

瞬
間
に
繋
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
人
生
は
あ
っ
と
言
う
間
で
、
半
世
紀
以
上

生
き
て
き
ま
し
た
が
、
気
持
ち
は
未
だ
に
高

校
生
。
今
で
も
夢
を
語
る
の
が
大
好
き
で
、

や
り
た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
山
積
み
で
す
。

と
は
い
え
、
経
験
も
そ
れ
な
り
に
積
ん
で
き

ま
し
た
。
若
い
頃
は
直
球
勝
負
一
本
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
り
を
加
え

た
変
化
球
で
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ー
ト
で
は
打
た
れ
ま
す
が
、
予
測
不

能
な
魔
球
な
ら
「
ま
さ
か
そ
ん
な
球
が
!?
」

と
い
う
驚
き
の
展
開
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
す
ら
「
な
ん

だ
こ
れ
は
!?
」
と
驚
く
よ
う
な
魔
球
を
投
げ

て
や
ろ
う
と
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
学
び
を
胸
に
刻
み
、

こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
沖
縄
へ
と
向
け
、
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
進
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
ら
れ
て
き

た
分
、
今
度
は
私
が
誰
か
を
支
え
る
側
に
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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琉大の英米文学分野の教員たちと
（左から２番目の山城新教授も首里高同窓生）

Profile
1967年那覇市生まれ。85年首里
高校、90年に琉大法文学部卒業、
96年に琉大に講師として着任。
2000年に米国ペンシルベニア州
立インディアナ大学大学院より英
米文学の博士号を取得。23年か
ら琉大の副理事、副学長。

25年前。博士号取得。
卒業式にて指導教員と。

祝賀会に集った首里高40期の同級生たちと
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復帰50年女性活躍推進シンポジウムに登壇
（写真左／写真右は国連軍縮担当代表の中満 泉さん）

信
じ
て
進
む
こ
と
で
人
生
が
変
わ
る

稲
垣 

映
磨 

さ
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　47
期

自
分
ら
し
く
生
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れ
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道
を

喜
納 

育
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さ
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　40
期

〜
同
窓
生
の
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介
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介
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Profile
テクノアルファ株式会社
代表取締役社長。
1973年那覇市生まれ。
首里高校卒業。千葉大学卒業後、
大手半導体装置メーカーにて
キャリアをスタート。その後テクノ
アルファ株式会社に入社。

　
40
期
生
の
喜
納
育
江
と
申
し
ま
す
。
今
年

4
月
1
日
よ
り
国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
の

第
18
代
学
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
学
長
予
定
者
に
選
出
さ
れ
た
昨
年
11
月

に
は
、
養
秀
同
窓
会
よ
り
い
ち
早
く
祝
電
を

頂
戴
し
、
ま
た
年
末
に
は
首
里
高
校
同
期
の

多
く
の
友
人
た
ち
が
祝
賀
会
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
厚
情
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
養
秀
同
窓
会
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
幸
運
に
思
い
ま
し
た
。

　
琉
大
は
、
沖
縄
が
ま
だ
米
国
の
統
治
下
に

あ
っ
た
1
9
5
0
年
に
、
現
在
の
首
里
城
一

帯
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
開
学
し
ま
し
た
。

私
が
首
里
高
生
だ
っ
た
と
き
、
す
で
に
琉
大

は
現
在
の
西
原
町
千
原
に
移
転
し
、
琉
大
跡

地
で
は
首

里
城
の
建

設
が
始
ま

っ
て
い
ま

し
た
。
琉

大
の
グ
ラ

ン
ド
跡
地

を
囲
む
道

を
抜
け
、
右

手
に
大
き
な

ア
カ
ギ
、
左

手
に
琉
球
石

灰
岩
の
城
壁

を
見
上
げ
な

が
ら
通
学
し

た
日
々
で
し

た
。

　
高
校
時
代

は
書
道
部
で

作
品
づ
く
り

に
励
む
一
方
、

学
校
行
事
に

も
積
極
的
に

参
加
し
ま
し

た
。
当
時
人
気
の
あ
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
ダ
ン
ス
を
ク
ラ
ス
全
員
で
練
習
し

て
予
餞
会
で
踊
る
な
ど
、
よ
く
学
び
、
よ
く

遊
ん
だ
高
校
時
代
で
し
た
。

　
琉
大
は
今
も
多
く
の
首
里
高
生
の
進
学
先

で
す
が
、
私
も
琉
大
に
進
学
し
ま
し
た
。
法

文
学
部（
当
時
）で
英
語
を
学
び
、
在
学
中
に

は
文
部
省（
当
時
）の
派
遣
留
学
生
と
し
て
ミ

シ
ガ
ン
州
立
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。
卒
業

後
は
県
費
留
学
生
と
し
て
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
の
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

4
年
半
ほ
ど
学
び
、
1
9
9
6
年
に
米
文

学
の
専
任
講
師
と
し
て
琉
球
大
学
に
採
用

さ
れ
、
勤
務
の
傍
ら
2
0
0
0
年
に
英
米

文
学
で
Ph
D（
博
士
号
）を
取
得
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨

年
、
教
員
生
活

28
年
目
で
学
長

に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
女
性
が

学
長
に
な
る
の

は
、
琉
大
で
も

初
め
て
の
こ
と

で
す
が
、
医
学

部
と
大
学
病
院

の
あ
る
日
本
の
総
合
大
学
で
も
初
め
て
の
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　
学
長
の
重
責
は
想
像
を
絶
し
ま
す
が
、
養

秀
同
窓
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
6
年
間

の
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
違
い

や
古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
道
を
切
り
拓
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
養
秀
同
窓
会
か
ら
原
稿
依
頼
を
受
け
、高

校
時
代
か
ら
自
分
自
身
を
振
り
返
る
と
、
私

自
身
、母
子
家
庭
で
育
ち
、
な
ん
と
か
首
里

高
校
に
入
学
し
た
こ
と
で
仲
間
と
出
会
い
、

人
生
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
た
大
切
な
時
間

だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。高
校
時
代
、一

番
の
思
い
出
は
、
部
活
終
わ
り
に
仲
間
と
過

ご
し
た
時
間
で
す
。
未
来
の
こ
と
な
ん
て
何

も
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、「
い
つ

か
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
と
夢
を
語

り
合
っ
た
時
間
は
、
何
よ
り
も
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
し
た
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
な
く
、
東
京
の
情
報
は
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ぶ
ん
、
東
京
へ
の
憧
れ
は
強
く
、

「
い
つ
か
東
京
に
行
く
さ
ぁ
〜
」
と
漠
然
と

考
え
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
の
頃

の
仲
間
は
、
今
で
も
私
の
宝
物
で
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
私
は
千
葉
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。
沖
縄
を
離
れ
、
た
っ
た
３
万
円
を

持
っ
て
関
東
へ
。
関
東
に
あ
る
沖
縄
学
生
会

館
と
い
う
「
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
」
の
寮
に
入

り
ま
し
た
が
、大
都
会
東
京
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
そ
こ
に
は
す
ご
い
人
た
ち
が
い
て
、

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
流
さ
れ
る
よ

う
に
当
時
流
行
っ
て
い
た
W
ラ
ジ
カ
セ
を
勢

い
で
買
っ
て
し
ま
い
、
財
産
の
す
べ
て
を
使

い
果
た
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
、生
活

費
が
な
く
な
り
、
翌
日
か
ら
日
雇
い
の
バ
イ

ト
を
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
。
で
も
、

そ
ん
な
厳
し
い
生
活
の
中
で
も
、寮
で
知
り

合
っ
た
沖
縄
の
仲
間（
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
）が

バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、な

ん
と
か
生
活
に
は
困
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
研
究
室
の
教
授
の
紹
介

で
半
導
体
装
置
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
海
外
を
渡

り
歩
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
留
学
す
る
余

裕
が
な
か
っ
た
の
で
、「
社
会
人
に
な
っ
た

ら
絶
対
に
海
外
に
行
く
」
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
の
中
で
見
て
い
た

海
外
の
世
界
。
そ
の
広
い
世
界
を
自
分
の
目

で
見
て
、
感
じ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
研
究

室
で
も
「
海
外
で
働
く
ぞ
！
」
な
ん
て
話
し

て
い
た
の
で
、
実
力
の
な
い
私
で
し
た
が
、

そ
の
勢
い
を
面
白

が
っ
て
先
生
が
推
薦

し
て
く
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
際

に
海
外
に
行
っ
て
か

ら
は
、
ど
ん
な
小
さ

な
仕
事
で
も
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、
異
国

で
の
生
活
そ
の
も
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
は
、
積
極
的
に
現
地
の
人
と
関
わ
り

な
が
ら
、
そ
の
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を

大
切
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
本
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、メ
ー

カ
ー
を
辞
め
て
「
何
か
自
分
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

始
め
よ
う
か
」「
資
格
試
験
で
も
受
け
よ
う
か
」

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
今
の
会
社
に
ア
ル
バ

イ
ト
感
覚
で
入
り
ま
し
た
。最
初
は
数
人
し

か
い
な
か
っ
た
会
社
で
し
た
が
、大
好
き
な

開
発
に
夢
中
に
な
り
、
ま
た
信
頼
で
き
る
仲

間
に
恵
ま
れ
、
と
に
か
く
夢
中
で
仕
事
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。そ
し
て
気
づ
け
ば
、会
社
は

成
長
し
、上
場
を
果
た
す
ほ
ど
の
規
模
に
。そ

し
て
、
今
で
は
そ
の
会
社
の
社
長
を
務
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
、世
界
の
最
先
端
の
半
導
体
装
置

を
開
発
す
る
と
と
も
に
、M
&
A
な
ど
を
通

し
、新
し
い
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
日
本
の

技
術
力
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、一
人

の
沖
縄
人（
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
）と
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、人
生
を
切
り
開
く

大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
も

「
仲
間
」
の
存
在
で
し
た
。
ど
ん
な
に
厳
し

い
状
況
で
も
、支
え
合
え
る
仲
間
が
い
る
こ

と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
こ
そ

が
、大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
基

本
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
夢
を
持
ち

続
け
、
あ
き
ら
め
ず
に
進
む
こ
と
。
時
に
は

壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、小
さ

な
努
力
が
積
み
重
な
れ
ば
、
道
は
開
け
て
き

ま
し
た
。
特
に
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
「
無

理
だ
」「
失
敗
す

る
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
が
、
不
安
を

抱
え
つ
つ
も
覚
悟

を
持
っ
て
進
ん
だ

一
歩
が
、
成
果
に

つ
な
が
っ
て
き
ま

し
た
。
迷
っ
て
も
、

挑
戦
し
た
い
気
持
ち
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
想

い
を
信
じ
て
進
む
こ
と
で
、人
生
が
変
わ
る

瞬
間
に
繋
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
人
生
は
あ
っ
と
言
う
間
で
、
半
世
紀
以
上

生
き
て
き
ま
し
た
が
、
気
持
ち
は
未
だ
に
高

校
生
。
今
で
も
夢
を
語
る
の
が
大
好
き
で
、

や
り
た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
山
積
み
で
す
。

と
は
い
え
、
経
験
も
そ
れ
な
り
に
積
ん
で
き

ま
し
た
。
若
い
頃
は
直
球
勝
負
一
本
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
り
を
加
え

た
変
化
球
で
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ー
ト
で
は
打
た
れ
ま
す
が
、
予
測
不

能
な
魔
球
な
ら
「
ま
さ
か
そ
ん
な
球
が
!?
」

と
い
う
驚
き
の
展
開
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
す
ら
「
な
ん

だ
こ
れ
は
!?
」
と
驚
く
よ
う
な
魔
球
を
投
げ

て
や
ろ
う
と
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
学
び
を
胸
に
刻
み
、

こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
沖
縄
へ
と
向
け
、
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
進
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
ら
れ
て
き

た
分
、
今
度
は
私
が
誰
か
を
支
え
る
側
に
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　金融機関から振込用紙を使って振り込むのも、なかなか時間がかかるもの。
スマホからクレジットカードでラクにお支払いできますよ。在校生の活発な活動
のためぜひよろしくお願いします！

年会費 1000 円をスマホからクレジットで
いますぐ決済できちゃいます！

① QRコードを、スマホで読み取る。登録フォームがでてきます。
② 情報入力画面が出てきます。氏名や住所などの入力をしながらすすんでいくと、「年会費用1,000円」の欄にチェックボタンが
あります。（1,000円の選択肢しかないので、すでに自動でチェックが完了されています）

③ お支払い方法を選ぶボタンをクリックする　■クレジットカードで払う場合…黒いボタンを押してください。
④ クレジットカードの登録画面になります。お持ちのクレジットカードの情報を入れる。
⑤ 「Paypalアカウントを作成しますか？」の質問があります。今回、クレジットでのお支払いだけが目的の場合は、「いいえ、今は
アカウントを作成しません」をチェック。「今すぐ支払う」のボタンを押せば、お支払い完了です！

　同窓会の年会費は 1,000 円です。養秀同窓会はすべての
同窓生の皆様からお納めいただく年会費などで運営されて
います。年会費は同窓会の運営や母校の発展のため大切に

●ゆうちょ銀行 …………………………………………【 02040-5-45144 】 …… 一般社団法人養秀同窓会
　【金融機関からお振込みの場合】 二〇九店（当）…………【 45144 】 ……………… 一般社団法人養秀同窓会
●琉球銀行 首里支店（普）……………………………【 582610 】……………… 一般社団法人養秀同窓会  会長　與儀 毅
●沖縄銀行 鳥堀支店（普）……………………………【 1403491 】…………… 一般社団法人養秀同窓会  会長　與儀 毅
●海邦銀行 汀良支店（普）……………………………【 0243002 】…………… 一般社団法人養秀同窓会  会長　與儀 毅

振 込 先

使わさせていただいております。年会費納入へのご協力を
お願い申し上げます。また、ご友人や周りの同窓生の方へ
お声掛けもお願いできれば幸いです。

【養秀同窓会　年会費フォームへの入力方法】　～年会費1,000円をクレジットカードで決済～

年会費納入のご案内 ～年会費納入方法にQR決済が新しく加わりました！～

県外大学3名 ▶ 月額5万円

県内大学2名 ▶ 月額3万円

＊卒業後、1年間の猶予期間を
設け8年間で返済

貸 与 型

今年も6名の給付奨学生に入学支度金を贈呈しました。

給 付 型

②経済的理由による
　就学困難な在学生に
　対し各学年2名程度

①難関大学及び医学部・
　歯学部などへの
　進学支援

入学支度金
20万給付

月額3,000円を
1年間給付

③首里高校・那覇高校
　スポーツ交流費
20万円

①進路指導補助費
180万円

②部活動補助費
150万円

④学校環境整備費
30万円

学校への支援金
380万円

後輩たちの為に！ 養秀育英奨学金

おしゃべりMUSIC オフィスの学校鑑賞会

代表：新垣佳世子（23 期）
那覇市首里大中町 1-52
☎098-887-7994

事務所携帯☎090-8626-2521

西欧クラシック音楽、琉球伝統芸能、うちなーぐち演劇と
彩り輝く公演をお届けいたします。

世界の音楽鑑賞会“うちなーぐちプロローグ付”
うちなーぐち演劇鑑賞会

★特定非営利活動団体
♪♪おしゃべりMUSIC オフィス♪♪

那覇市首里石嶺町2-70-15 
☎098-887-0707

なかぐすく
事務所

司法書士  有銘　美佐代

司法書士

10



　金融機関から振込用紙を使って振り込むのも、なかなか時間がかかるもの。
スマホからクレジットカードでラクにお支払いできますよ。在校生の活発な活動
のためぜひよろしくお願いします！

年会費 1000 円をスマホからクレジットで
いますぐ決済できちゃいます！

① QRコードを、スマホで読み取る。登録フォームがでてきます。
② 情報入力画面が出てきます。氏名や住所などの入力をしながらすすんでいくと、「年会費用1,000円」の欄にチェックボタンが
あります。（1,000円の選択肢しかないので、すでに自動でチェックが完了されています）

③ お支払い方法を選ぶボタンをクリックする　■クレジットカードで払う場合…黒いボタンを押してください。
④ クレジットカードの登録画面になります。お持ちのクレジットカードの情報を入れる。
⑤ 「Paypalアカウントを作成しますか？」の質問があります。今回、クレジットでのお支払いだけが目的の場合は、「いいえ、今は
アカウントを作成しません」をチェック。「今すぐ支払う」のボタンを押せば、お支払い完了です！

　同窓会の年会費は 1,000 円です。養秀同窓会はすべての
同窓生の皆様からお納めいただく年会費などで運営されて
います。年会費は同窓会の運営や母校の発展のため大切に

●ゆうちょ銀行 …………………………………………【 02040-5-45144 】 …… 一般社団法人養秀同窓会
　【金融機関からお振込みの場合】 二〇九店（当）…………【 45144 】 ……………… 一般社団法人養秀同窓会
●琉球銀行 首里支店（普）……………………………【 582610 】……………… 一般社団法人養秀同窓会  会長　與儀 毅
●沖縄銀行 鳥堀支店（普）……………………………【 1403491 】…………… 一般社団法人養秀同窓会  会長　與儀 毅
●海邦銀行 汀良支店（普）……………………………【 0243002 】…………… 一般社団法人養秀同窓会  会長　與儀 毅

振 込 先

使わさせていただいております。年会費納入へのご協力を
お願い申し上げます。また、ご友人や周りの同窓生の方へ
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県内大学2名 ▶ 月額3万円

＊卒業後、1年間の猶予期間を
設け8年間で返済

貸 与 型

今年も6名の給付奨学生に入学支度金を贈呈しました。

給 付 型

②経済的理由による
　就学困難な在学生に
　対し各学年2名程度

①難関大学及び医学部・
　歯学部などへの
　進学支援

入学支度金
20万給付

月額3,000円を
1年間給付

③首里高校・那覇高校
　スポーツ交流費
20万円

①進路指導補助費
180万円
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後輩たちの為に！ 養秀育英奨学金

もし、将来の「相続」に不安をお持ちなら…

城間公認会計士事務所

□財産をスムーズに引き継がせたい。
□子どもがいないため、甥に財産を渡したい。
□事前に出来ることを知りたい。

住所：那覇市泊1-8-13 グランシャトレ崇元寺102  電 話：098-863-7527  FAX：098-863-7537

公認会計士・税理士　 城間　貞（35期） 

司法書士、不動産鑑定士と連携し対応致します。
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「
海
邦
養
秀
」「
震
天
動
地
」 

次
代
を
拓
く
逞
し
い
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

沖縄県立首里高等学校

校長　津野  良信

　
首
里
高
校
第
33
代
校
長
の
津
野
良
信
と
申
し
ま

す
。私
自
身
も
本
校
の
卒
業
生
（
四
十
一
期
）
で
あ

る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
・
28
年
度
は
教
頭
と

し
て
勤
務
し
、
校
舎
改
築
に
関
わ
る
と
と
も
に
養

秀
同
窓
会
の
副
会
長
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。金
城
正
樹
前
校
長
の
後
任
と
し
て
、令
和

５
年
度
か
ら
県
下
随
一
の
伝
統
校
で
あ
る
母
校

の
校
長
と
し
て
勤
務
し
、
こ
の
度
３
年
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。大
き
な
感
謝
・
感
激
と

と
も
に
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
・
同
窓
会
に
対

す
る
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
さ
て
、現
在
の
学
校
の
様
子
は
、学
校
規
模
が
30

学
級
（
普
通
科
27
学
級
・
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
３
学

級
）で
生
徒
数
は
1
，2
0
0
名
弱
と
な
っ
て
い
ま

す
。県
内
で
一
二
を
争
う
大
規
模
校
で
す
が
、10
年

以
上
に
わ
た
っ
た
校
舎
改
築
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成

も
完
了
し
、生
徒
は
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、活

気
が
あ
り
日
頃
の
学
習
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活

動
・
生
徒
会
活
動
・
探
求
活
動
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、「
文
武
両
道
」を
実
践
し
、
様
々
な
分

野
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
全
国
高
校
弓
道
選
抜
大
会
に

お
け
る
男
子
団
体
３
位
や
、
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
高
校
選
手
権
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）
へ
の
女
子

バ
レ
ー
部
出
場
、
全
国
高
校
生
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
選
手
権
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ク
ッ
キ
ン
グ
部
の
「
う

ま
い
も
ん
甲
子
園
」「
ジ
ュ
ニ
ア
料
理
選
手
権
」で

と
も
に
全
国
準
優
勝
な
ど
の
輝
か
し
い
実
績
を

始
め
、な
ぎ
な
た
競
技
、男
女
バ
レ
ー
、男
子
卓
球
、

水
泳
、飛
込
の
活
躍
、文
化
系
で
も
、生
物
部
、美

術
工
芸
、囲
碁
・
将
棋
、放
送
、書
道
、弁
論
、文
芸
、

吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
数
の
県
内
大
会
上
位
入

賞
・
九
州
大
会
・
全
国
大
会
派
遣
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
に
お
い
て
も
第
65
回
卒

業
作
品
展「
そ
め
お
り
展
」の
開
催
、
紅
型
・
か
り

ゆ
し
デ
ザ
イ
ン
な
ど
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

賞
な
ど
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
新
た
な
創
造
を
実
現

す
る
様
々
な
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
春
卒
業
し
た
第
80
期
生
の
主
な
進
路
実
績

と
し
ま
し
て
は
、
３
月
末
現
在
で
、
国
公
立
大
学

に
琉
球
大
学
95
名
、
県
立
芸
大
８
名
、
県
立
看
護

大
11
名
を
含
め
県
内
１
２
９
名
、
九
州
大
学
、
広

島
大
学
、
熊
本
大
学
な
ど
県
外
47
名
、
計
１
７
６

名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
は
延
べ

人
数
と
し
て
、県
内
85
名
、早
稲
田
大
学
、明
治
大

学
、中
央
大
学
、立
命
館
な
ど
県
外
１
６
４
名
、計

２
４
９
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
建
学
の
精
神「
海
邦
養
秀
」の
継
承

と
本
校
の
精
神
文
化「
震
天
動
地
」の
も
と
文
武
両

道
に
徹
し
、次
代
を
拓
く
、知
性
と
品
性
を
備
え
た

逞
し
い
人
材
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
養
秀
同
窓
会
に
は
毎

年
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
と
も
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令和6年度  在校生の活躍
第
13
回 

ご
当
地
！ 

絶
品
　
全
国
う
ま
い
も
ん
甲
子
園

準
優
勝
　幸
地 

向
日
葵
　
　上
原 

千
和

令
和
6
年
度 

沖
縄
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技

女
子
２
０
０
M
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
　安
里 

美
輝

卓
球
競
技

男
子
学
校
対
抗
　
優
勝
　玉
城 

一
真
　
　知
念 

翼

男
子
シ
ン
グ
ル
　
優
勝
　浜
川 

泰
地

弓
道
競
技

男
子
個
人
　
第
１
位
　冨
名
腰 

朝
成

な
ぎ
な
た
競
技

演
技
競
技
の
部
　
優
勝
　仲
間 

木
里
　
　栄
野
川 

美
羽

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優
勝
　女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
48
回 

沖
縄
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
　
囲
碁
将
棋
夏
季
大
会

将
棋
の
部
　
団
体
優
勝
　松
島 

琉
緯
　
　比
嘉 

純
大
　
　平
山 

義
大

T
E
E
N
S
　
R
O
C
K
　
O
K
I
N
A
W
A
２
０
２
４

グ
ラ
ン
プ
リ
　「ク
ロ
ム
レ
イ
リ
ー
」

新
里
桃
花
　
　小
橋
川 

深
結
　
　知
念 

陽
香

令
和
6
年
度 

沖
縄
県
学
校
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

創
作
ダ
ン
ス
部
門

最
優
秀
賞
　ダ
ン
ス
部
　部
長
　玉
井 

結
羽

第
64
回 

沖
縄
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
　首
里
高
校
　吹
奏
楽
部

第
33
回 

り
ゅ
う
ぎ
ん
紅
型
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
未
来
枠

優
秀
賞
　
　
　
　「月
を
想
ふ
」
　福
山 

遥
深

優
良
賞
　
　
　
　「鞠
面
下
」
　
　本
村
由
奈

審
査
員
特
別
賞
　「補
食
」
　
　
　真
喜
屋
心
愛

学
生
か
り
ゆ
し
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
4

沖
縄
県
工
業
連
合
会
賞
　
　
　
　佐
和
田 

唯
真

第
63
回 

全
沖
縄
児
童
生
徒
書
き
初
め
展

最
優
秀
賞
　伊
保 

香
梨
南
　
　平
田 

菜
乃
華
　
　伊
敷 

玲
海
　
　狩
俣 

茉
旺

代表取締役　儀間　浩
顧　　　問　嘉数　光広（30期）

創業1846年　沖縄最古の蔵元

代表取締役（7代目）
首里高校3 3期

  新里 建二

2025年2月

グランプリ受賞
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「
海
邦
養
秀
」「
震
天
動
地
」 

次
代
を
拓
く
逞
し
い
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

沖縄県立首里高等学校

校長　津野  良信

　
首
里
高
校
第
33
代
校
長
の
津
野
良
信
と
申
し
ま

す
。私
自
身
も
本
校
の
卒
業
生
（
四
十
一
期
）
で
あ

る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
・
28
年
度
は
教
頭
と

し
て
勤
務
し
、
校
舎
改
築
に
関
わ
る
と
と
も
に
養

秀
同
窓
会
の
副
会
長
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。金
城
正
樹
前
校
長
の
後
任
と
し
て
、令
和

５
年
度
か
ら
県
下
随
一
の
伝
統
校
で
あ
る
母
校

の
校
長
と
し
て
勤
務
し
、
こ
の
度
３
年
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。大
き
な
感
謝
・
感
激
と

と
も
に
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
・
同
窓
会
に
対

す
る
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
さ
て
、現
在
の
学
校
の
様
子
は
、学
校
規
模
が
30

学
級
（
普
通
科
27
学
級
・
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
３
学

級
）で
生
徒
数
は
1
，2
0
0
名
弱
と
な
っ
て
い
ま

す
。県
内
で
一
二
を
争
う
大
規
模
校
で
す
が
、10
年

以
上
に
わ
た
っ
た
校
舎
改
築
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成

も
完
了
し
、生
徒
は
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、活

気
が
あ
り
日
頃
の
学
習
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活

動
・
生
徒
会
活
動
・
探
求
活
動
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、「
文
武
両
道
」を
実
践
し
、
様
々
な
分

野
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
全
国
高
校
弓
道
選
抜
大
会
に

お
け
る
男
子
団
体
３
位
や
、
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
高
校
選
手
権
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）
へ
の
女
子

バ
レ
ー
部
出
場
、
全
国
高
校
生
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
選
手
権
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ク
ッ
キ
ン
グ
部
の
「
う

ま
い
も
ん
甲
子
園
」「
ジ
ュ
ニ
ア
料
理
選
手
権
」で

と
も
に
全
国
準
優
勝
な
ど
の
輝
か
し
い
実
績
を

始
め
、な
ぎ
な
た
競
技
、男
女
バ
レ
ー
、男
子
卓
球
、

水
泳
、飛
込
の
活
躍
、文
化
系
で
も
、生
物
部
、美

術
工
芸
、囲
碁
・
将
棋
、放
送
、書
道
、弁
論
、文
芸
、

吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
数
の
県
内
大
会
上
位
入

賞
・
九
州
大
会
・
全
国
大
会
派
遣
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
に
お
い
て
も
第
65
回
卒

業
作
品
展「
そ
め
お
り
展
」の
開
催
、
紅
型
・
か
り

ゆ
し
デ
ザ
イ
ン
な
ど
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

賞
な
ど
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
新
た
な
創
造
を
実
現

す
る
様
々
な
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
春
卒
業
し
た
第
80
期
生
の
主
な
進
路
実
績

と
し
ま
し
て
は
、
３
月
末
現
在
で
、
国
公
立
大
学

に
琉
球
大
学
95
名
、
県
立
芸
大
８
名
、
県
立
看
護

大
11
名
を
含
め
県
内
１
２
９
名
、
九
州
大
学
、
広

島
大
学
、
熊
本
大
学
な
ど
県
外
47
名
、
計
１
７
６

名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
は
延
べ

人
数
と
し
て
、県
内
85
名
、早
稲
田
大
学
、明
治
大

学
、中
央
大
学
、立
命
館
な
ど
県
外
１
６
４
名
、計

２
４
９
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
建
学
の
精
神「
海
邦
養
秀
」の
継
承

と
本
校
の
精
神
文
化「
震
天
動
地
」の
も
と
文
武
両

道
に
徹
し
、次
代
を
拓
く
、知
性
と
品
性
を
備
え
た

逞
し
い
人
材
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
養
秀
同
窓
会
に
は
毎

年
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
と
も
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令和6年度  在校生の活躍
第
13
回 

ご
当
地
！ 

絶
品
　
全
国
う
ま
い
も
ん
甲
子
園

準
優
勝
　幸
地 

向
日
葵
　
　上
原 

千
和

令
和
6
年
度 

沖
縄
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技

女
子
２
０
０
M
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
　安
里 

美
輝

卓
球
競
技

男
子
学
校
対
抗
　
優
勝
　玉
城 

一
真
　
　知
念 

翼

男
子
シ
ン
グ
ル
　
優
勝
　浜
川 

泰
地

弓
道
競
技

男
子
個
人
　
第
１
位
　冨
名
腰 

朝
成

な
ぎ
な
た
競
技

演
技
競
技
の
部
　
優
勝
　仲
間 
木
里
　
　栄
野
川 

美
羽

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優
勝
　女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
48
回 

沖
縄
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
　
囲
碁
将
棋
夏
季
大
会

将
棋
の
部
　
団
体
優
勝
　松
島 

琉
緯
　
　比
嘉 
純
大
　
　平
山 

義
大

T
E
E
N
S
　
R
O
C
K
　
O
K
I
N
A
W
A
２
０
２
４

グ
ラ
ン
プ
リ
　「ク
ロ
ム
レ
イ
リ
ー
」

新
里
桃
花
　
　小
橋
川 

深
結
　
　知
念 

陽
香

令
和
6
年
度 

沖
縄
県
学
校
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

創
作
ダ
ン
ス
部
門

最
優
秀
賞
　ダ
ン
ス
部
　部
長
　玉
井 

結
羽

第
64
回 

沖
縄
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
　首
里
高
校
　吹
奏
楽
部

第
33
回 

り
ゅ
う
ぎ
ん
紅
型
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
未
来
枠

優
秀
賞
　
　
　
　「月
を
想
ふ
」
　福
山 

遥
深

優
良
賞
　
　
　
　「鞠
面
下
」
　
　本
村
由
奈

審
査
員
特
別
賞
　「補
食
」
　
　
　真
喜
屋
心
愛

学
生
か
り
ゆ
し
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
4

沖
縄
県
工
業
連
合
会
賞
　
　
　
　佐
和
田 

唯
真

第
63
回 

全
沖
縄
児
童
生
徒
書
き
初
め
展

最
優
秀
賞
　伊
保 

香
梨
南
　
　平
田 

菜
乃
華
　
　伊
敷 

玲
海
　
　狩
俣 

茉
旺

代表取締役  大城　恵美  首里高校48期

事務所 〒902-0068
 那覇市真嘉比２丁目 21番２号
TEL 098-885-9117　FAX 098-885-9126
E-mail：jiro5048@nirai.ne.jp
https ://higaken-sihoshosi .com

司法書士・民事信託士

比　嘉　憲次郎
（24期）
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　戦前の沖縄には、エリートを多く輩出した名門校「沖縄一中」（沖縄県立
第一中学校）がありました。この学校は琉球王国時代に始まり、日本の教
育制度に合わせて名前を変えてきました。有名な卒業生には、沖縄学の研
究者や日本共産党のリーダーがいます。
　この学校で発行されていた学友会の雑誌『球陽』『学友会雑誌』『養秀』が
復刻されました。雑誌には、学生が書いた作品や学校生活の記録があり、
当時のエリート学生の生活や考えがわかります。また、戦争中や戦後の沖
縄に関する重要な資料も含まれています。
　さらに、卒業生が書いたエッセイや沖縄戦に関する記事を集めた同窓
会誌『養秀』も復刻され、これらの資料は沖縄の教育や歴史を研究する上
でとても貴重です。

　2025年３月から、第１回配本（第１巻～第４巻）、第２回配本（第５巻～
第８巻・附録）と続きます。

養秀会館で読めますので、ぜひお越しください。
発行：養秀同窓会　発売：不二出版

戦前期 沖縄一中学友会雑誌集成―『球陽』『学友会雑誌』『養秀』

発刊、特価販売のお知らせ！

■
学
友
会
雑
誌『
球
陽
』（『
学
友
會
雑
誌
』↓『
養
秀
』と
改
題
）

は
一
八
九
四
年（
明
治
二
七
年
）頃
創
刊
さ
れ
、一
九
三
六

年（
昭
和
十
一
）年
三
月
発
行
の『
養
秀
』第
三
七
号
ま
で

の
三
七
冊
と『
養
秀
』創
立
四
十
周
年
記
念
号
を
合
わ
せ
て

三
八
冊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。本
県
に
お
け
る
学
友
会
雑

誌
の
嚆
矢
で
あ
り
、全
国
的
に
も
早
い
時
期
に
属
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

〜
略
〜 

こ
の
学
友
会
雑
誌
は
全
国
の

中
学
校
、師
範
、高
等
学
校
の
七
四
校
に
交
換
資
料
と
し
て

寄
贈
さ
れ
広
く
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が『
球
陽
』第
一
八

号
の「
寄
贈
図
書
一
覧
」で
分
か
る
。

（
與
儀 

毅
　
一
般
社
団
法
人 

養
秀
同
窓
会
会
長
）

■
今
回
収
集
さ
れ
た『
戦
前
期
　
沖
縄
一
中
学
友
会
雑
誌
集

成
』全
八
巻
の
諸
資
料
は
、こ
れ
ま
で
十
分
に
解
明
で
き
な

か
っ
た
分
野
を
幅
広
く
歩
ん
で
き
た
先
人
た
ち
が
道
を
拓

き
、体
験
を
深
め
、沖
縄
を
支
え
て
き
た
そ
の
実
態
を
よ
く

知
り
学
び
、平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
道
を
切
り
開
い
て
い

く
大
き
な
示
唆
。

（
又
吉 

盛
清
　
沖
縄
大
学
客
員
教
授
）

■
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、沖
縄
一
中（
現
首
里
高
校
）と
い
う

一
つ
の
学
校
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、社
会
的
に
活
躍
し

た
人
物
の
輩
出
を
見
る
と
、そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。 

〜
略
〜 

青
春
の
ま
っ
た
だ

中
に
あ
っ
た
若
者
の
文
章
は
、沖
縄
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
悩
み
な
が
ら
も
、希
望
に
向
け
て

立
ち
上
が
る
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。

（
我
部 

政
男
　
山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授
／
元
琉
球
大
学
教
授
）

『戦前期　沖縄一中学友会雑誌集成』の、推薦の言葉
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youshu.com

　広報部会に参加して２年。卒業して
三十数年が過ぎ少し遠かった首里高

を、またぐっと近くに感じています。
　今年学校敷地に小さめの運動場が新しく整備されました。
高校生当時、運動場の練習ローテーションに入れてもらえる
ように、各部の部長と交渉したのを思い出します。今回取材し
た「純」も各世代にそれぞれの思い出がありました。
　定期総会では世代を超えて思い出話に花を咲かせません
か？皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。（高良）

発 行 人

会 長

発行責任者

電話•ＦＡＸ

E メ ー ル

U R L

一般社団法人 養秀同窓会
與儀　毅
広報部会
〒903-0815 那覇市首里金城町1-7

養秀同窓会（養秀会館内）
098-885-6437
youshu@woody.ocn.ne.jp
http://www.youshu.com/

来年2026年9月21日（月・祝）に同期会の
開催を予定しています。
Instagramにて随時情報を更新しています
ので、ぜひご確認ください。

出会って20年、多くの級友に再会できる
ことを楽しみにしております！

第111代生徒会長　平良　紳

（1990年4月2日～1991年4月1日生まれの方）～64期生のみなさま～

記
者
　こ
の
お
店
は
い
つ
頃
か
ら
や
っ
て
い

ま
す
か
？

安
慶
名
さ
ん
　
昭
和
51
年
に
開
業
し
ま
し
た
。

当
初
は
こ
の
あ
た
り
に
も
、
ア
ロ
ハ・満
月・

山
川
食
堂・徳
田
食
堂・天
ぷ
ら
屋
な
ど
数
軒

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
う
ち
だ
け
で
す
ね
。

　
主
人
は
開
業
前
に
寿
司
屋
や
弁
当
店
で
経

験
を
積
み
ま
し
た
。
６
年
前
に
亡
く
な
る
以

前
は
沖
縄
そ
ば
や
カ
レ
ー
、
チ
ャ
ン
ポ
ン
な

ど
大
衆
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
今

は
冷
や
し
も
の
を
中
心
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

記
者
　私
は
47
期
生
で
す
が
平
成
元
年
当
時
、

食
堂
で
チ
ャ
ン
ポ
ン
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
を
初

め
て
食
べ
た
の
が
純
で
し
た
。
少
し
甘
め
の

ソ
ー
ス
が
か
か
っ
て
い
て
値
段
も
安
く
成
長

期
の
学
生
の
味
方
で
し
た
。
特
に
美
智
子
さ

ん
の
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ー
ん
」
と
い
う
呼
び
か
け

が
独
特
で
、
ほ
っ
こ
り
す
る
思
い
出
の
一
つ

で
す
。

　そ
う
い
え
ば
首
里
高
に
出
前
に
も
い
ら
し

て
い
ま
し
た
ね
。
エ
プ
ロ
ン
姿
で
小
走
り
で

駆
け
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

安
慶
名
さ
ん
　
最
初
に
出
前
を
注
文
し
た
の

は
警
備
の
銘
苅
さ
ん
だ
っ
た
は
ず
。
夕
飯
と

し
て
注
文
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
見
た
先
生

方
が
お
昼
に
出
前
を
頼
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
お
昼
時
に
な
る
と
食
堂
と
首
里

高
を
、
お
盆
を
数
段
重
ね
て
往
復
す
る
よ
う

な
状
態
で
、
４
階
の
物
理
室
や
５
階
の
書
道

教
室
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
と

て
も
忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

記
者
　36
期
生
の
先
輩
か
ら
伺
っ
た
の
で
す

が
、
ご
主
人
の
文
雄
さ
ん
は
『
梅
さ
ん
』
と

呼
ば
れ
て
い
た
と
か
。

安
慶
名
さ
ん
　
そ
う
そ
う
。
そ
の
頃
は
お
昼

時
に
首
里
高
の
女
子
学
生
が
数
人
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
て
ね
、
そ
の
子
た
ち
が
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
を
付
け
た
ん
で
す
。『
ど
根
性
ガ
エ

ル
』
に
出
て
く
る
梅
さ
ん
に
似
て
い
る
と
い

う
の
が
理
由
だ
っ
た
は
ず
。（
笑
）

記
者
　昼
休
み
に
高
校
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
な
ん
て
、
な
ん
だ
か
時
代
を
感
じ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。

　純
と
言
え
ば
ふ
わ
ふ
わ
の
か
き
氷
で
す
。

今
と
な
っ
て
は
美
味
し
い
か
き
氷
の
標
準
的

な
き
め
細
か
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時

は
頭
一
つ
抜
き
出
た
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

お
茶
碗
に
入
っ
た
ミ
ル
ク
ぜ
ん
ざ
い
を
こ
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
食
べ
る
の
が
ジ
ェ
ン
ガ
を
し

て
い
る
よ
う
で
、
ひ
と
つ
の
楽
し
み
で
し
た
。

安
慶
名
さ
ん
　
か
き
氷
の
機
械
は
ず
っ
と
同

じ
も
の
を
長
く
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

同
型
の
新
品
に
換
え
ま
し
た
。
た
だ
今
で
も

手
動
で
削
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
う
が
感
覚

的
に
合
っ
て
い
て
。

記
者
　そ
れ
で
全
体
的
に
ふ
ん
わ
り
と
し
た

優
し
い
仕
上
が
り
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

安
慶
名
さ
ん
　
最
近
は
観
光
客
が
S
N
S
で

訪
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
首
里
高
を
卒
業
し
て
本
土
に
進
学

し
た
大
学
生
が
友
人
に
紹
介
し
て
く
れ
て
、

首
里
城
観
光
の
帰
り
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

記
者
　こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
私
に
孫
が

出
来
た
と
き
に
は
一
緒
に
来
ら
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
！

安
慶
名
さ
ん
　
で
き
る
か
し
ら
⁈
　
頑
張
り

ま
す
ね
！

記
者
コ
メ
ン
ト

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
に
久
し
ぶ
り
に
ミ
ル
ク

ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
ま
し
た
。

高
く
積
み
上
が
っ
た
ふ
わ
ふ
わ
の
氷
を
か
き

分
け
て
、
ぜ
ん
ざ
い
に
た
ど
り
着
き
白
玉
を

ほ
お
ば
る
と
口
の
中
で
溶
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。『
や
は
り
ミ
ル
ク
ぜ
ん
ざ
い
は
純
だ
な
』

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

※

冷
や
し
も
の（
２
５
０
円
）に
プ
ラ
ス
50
円

（
容
器
代
）で
持
ち
帰
り
が
出
来
ま
す
！

住
所
●
那
覇
市
首
里
山
川
町
１

－

48

電
話
●
0
9
8

－

8
8
6

－

6
0
6
0

営
業
時
間
●
13
時
〜
19
時

首
里
高
校
の
正
面
に
49
年
の
歴
史
を
刻
む
お
店
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
も『
沖
縄
ぜ
ん
ざ
い
の
店  

純
』

学
生
時
代
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

店
主
の
安
慶
名
美
智
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

首
里
高
生
に
愛
さ
れ
て
半
世
紀

首
里
高
1
4
5
年
の
歴
史
の
三
分
の
一
を
と
も
に
歩
む
店
『
純
』


